
子ども議員と交わした熱い議論 ･･･････････ p.6

健康講演会 ･････････････････････････････ p.7

もしものときの災害に備えて ･･･････････････ p.8

主な内容

平成 22年度市立幼稚園園児募集 ･････････ p.10

博物館がやってくる ････････････････････ p.11

夢なかるべからず「格闘のフォルムに魅せられて」  ･･ p.27

Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
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●防災行政無線情報
●火災情報
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地
域
医
療
が
危
な
い

2009－❾－広報ふかや 2009－❾－広報ふかや

　

医
師
数
は
、
全
国
的
に
は
毎
年

３
，
５
０
０
人
〜
４
，
０
０
０
人

程
度
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
都
市
部
に
医
師
が
集

中
す
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
医

師
数
の
格
差
が
生
じ
、
医
師
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
域
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
一
部

の
診
療
科
に
お
け
る
医
師
不
足
が

地
域
医
療
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
、
特
に
産

婦
人
科
・
小
児
科
に
お
い
て
は
、

医
師
の
地
域
的
偏
り

　
　
　
　

診
療
科
の
偏
り

病
院
の
診
療
科
の
閉
鎖
な
ど
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
医
師
数
の
地
域

格
差
や
特
定
の
診
療
科
に
お
け
る

勤
務
医
の
減
少
の
主
な
背
景
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
要
因
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

1
大
学
病
院
に
よ
る
医
師
派
遣

（
紹
介
）
機
能
の
低
下

　

医
学
部
卒
業
後
の
臨
床
研
修
必

修
化
（
平
成
16
年
度
〜
）
以
降
、

大
学
医
学
部
の
医
局
が
担
っ
て
い

た
『
地
域
の
医
療
機
関
に
対
し
て

医
師
を
紹
介
す
る
機
能
』が
弱
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

‐
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
‐

　

病
院
の
閉
鎖
や
診
療
体
制
の
縮
小
・
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
不
能
な
ど
、
医
師
不
足
を
原
因

と
し
た
地
域
医
療
の
崩
壊
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
地
域
で
も
例
外
で
は
な
く
、
県
北
部
の
医
療
の
中
核
で
あ
る
深
谷
赤
十
字
病

院
に
お
い
て
も
、
医
師
の
減
少
に
よ
り
診
療
体
制
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
に
お
い
て
も
、
※
病
院
群
輪
番
制
へ
の
参
加
病
院
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

年
々
運
営
体
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
今
、
医
療
を
提
供
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
受
け

る
側
で
あ
る
地
域
住
民
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
行
政
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全
体
で
地
域
の
医

療
を
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

4ページ特集

医療
Close Up !

2
病
院
勤
務
医
の
過
重
労
働

　

不
規
則
な
勤
務
時
間
や
休
日
・

夜
間
に
患
者
数
が
多
い
小
児
科

医
・
産
科
医
な
ど
に
、
特
に
厳
し

い
勤
務
環
境
が
生
じ
て
い
ま
す
。

3
女
性
医
師
の
増
加

　

近
年
の
若
年
層
に
お
け
る
女
性

医
師
の
著
し
い
増
加
に
従
い
、
出

産
・
育
児
に
よ
る
離
職
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
環
境

　

人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数

は
、
全
国
平
均
で
２
１
７
・
５
人

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
埼
玉
県

は
、
１
４
１
・
６
人
と
全
国
最
低

レ
ベ
ル
で
す
。
県
内
の
二
次
保
健

医
療
圏
別
の
医
師
数
（
図
1
）
を

見
て
も
、
深
谷
市
の
属
す
る
大
里

保
健
医
療
圏
は
１
４
５
・
１
人
と

全
国
平
均
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
さ

ら
に
、
県
内
で
も
地
域
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
医
療
施
設
（
病

院
・
診
療
所
）
は
増
加
し
て
い
る

の
に
対
し
、
病
院
の
内
科
、
小
児

科
、
外
科
な
ど
は
減
少
し
て
い
ま

す
（
図
２
・
図
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
、県
内
の
医
療
は
、

従
来
か
ら
の
少
な
い
医
師
数
に
加

え
、
内
科
や
小
児
科
な
ど
が
深
刻

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

深
谷
地
区
の

　
　
　
　

救
急
医
療
体
制

　

深
谷
地
区
の
救
急
医
療
体
制

は
、
病
気
や
け
が
の
症
状
の
度
合

い
に
応
じ
、
初
期
、
第
二
次
、
第

三
次
の
体
制
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
休
日
・
夜
間
の
入

院
や
手
術
を
必
要
と
す
る
患
者
に

対
応
す
る
第
二
次
救
急
医
療
に
お

い
て
は
輪
番
制
病
院
へ
の
参
加
病

院
が
少
な
く
、
参
加
病
院
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
小
児
の
第
二
次
救
急
医

療
体
制
は
、
対
応
で
き
る
病
院
が

県
北
部
に
少
な
い
た
め
、熊
谷
市
・

行
田
市
・
羽
生
市
・
深
谷
市
・
本

図 1　二次保健医療圏別医師数（人口 10万人当たりの医師数）

平成
17年

平成
21年

内科系 23 人 17 人
小児科   6 人   3 人
整形外科   5 人   4 人
外科 10 人 10 人
その他 32 人 31 人
計 76 人 65 人

表 1　深谷日赤の常勤医師数

※病院群輪番制
入院や手術が必要な重症患者に対して、地域において複
数の病院が交代で休日・夜間に診療する体制をいいます。

図 2　県内医療施設数の推移（個所）

3,000

1,000

2,000

平成元年 平成 18年
0

4,000

2,774

3,865

398

診療所

診療所

病院
359
病院

庄
市
な
ど
５
市
４
町
を
一
つ
の
医

療
圏
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
医
師
の
減
少

に
よ
る
参
加
病
院
の
脱
退
な
ど
に

よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
休

日
・
夜
間
の
当
番
病
院
が
不
在
の

日
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
番
病
院
が
な
い

日
や
病
院
が
受
け
入
れ
困
難
な
場

合
な
ど
は
、
遠
方
の
医
療
機
関
で

の
対
応
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

深
谷
赤
十
字
病
院
の
現
状

　

深
谷
赤
十
字
病
院
（
以
下
深
谷

日
赤
）
は
、
第
三
次
救
急
医
療
を

行
う
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
支
援
病

院
な
ど
多
く
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
高
度
な
医
療
を
提
供
し
、

地
域
医
療
を
支
え
る
基
幹
病
院
と

し
て
、
県
北
80
万
人
の
生
命
を
守

る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
医
師
不
足
は

深
刻
で
、
派
遣
医
師
の
引
き
揚
げ

や
退
職
に
よ
り
、
平
成
17
年
に
76

人
い
た
常
勤
医
師
は
、
平
成
21
年

７
月
現
在
、
65
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
（
表
１
）。

　

特
に
、
内
科
系
の
医
師
は
４
年

間
で
６
人
減
少
し
、
６
人
い
た
小

児
科
の
医
師
は
、
半
数
の
３
人
に

ま
で
減
り
、
診
療
体
制
を
縮
小
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
救
急
に
十
分
な
体

制
が
と
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

勤
務
医
の
厳
し
い
勤
務
環
境
が

生
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
関
連

病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
医
師

も
、
今
後
同
様
に
派
遣
さ
れ
る
保

証
は
な
く
、
医
療
体
制
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

図 3　県内診療科目別病院数（個所）

400

200

300

平成元年 平成 18年
100

内科

347
322

小児科

252

204外科189

135

平成 20 年救急搬送先別患者数
（データ：深谷市消防本部）

その他の県内
642人(10.4%)

深谷市内
3,575人
(57.8%)

県外
94人(1.5%)

小川町
516人(8.3%)

熊谷市
643人(10.4%)

寄居町
718人(11.6%)

深谷市休日急患診療所利用者数

4,000

0

3,000

平成 10 年度 平成 19年度

1,878 人
2,998 人

2,258 人

小児科
小児科

内科・外科
2,315 人

2,000

1,000

5,000

内科・外科

●休日急患診療所、こども夜間診療所
深谷地区医師会が運営し、年間約 5,000
人の診療を行っています。ここ数年では、
主に小児科の受診者数が増加しています。
また、こども夜間診療所も年間約 120 日、
約 1,500 人の診療を行っています。
●救急搬送先
当番病院の不在や受け入れ困難な場合な
ど、市外へ搬送される場合もあります。

142.9人142.9人

深谷市

145.1人

秩父保健医療圏

98.0人
児玉保健医療圏

大里保健医療圏

118.0人118.0人
比企保健医療圏

246.8人
西部第二保健医療圏

155.3人
西部第一保健医療圏

86.9人
中央保健医療圏

126.8人
東部保健医療圏

99.9人
利根保健医療圏
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市
で
は
、初
期
救
急
医
療
体
制
と
し
て
、

地
域
の
医
師
会
の
協
力
の
下
、
深
谷
市
休

日
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
や
在

宅
当
番
医
（
耳
鼻
科
・
眼
科
）
を
設
置
・

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
夜
間
診
療
所
は
、
医
師

会
の
内
科
・
小
児
科
を
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

す
る
開
業
医

の
協
力
で
、年
間
約
120
日
の
診
療
を
行
い
、

深
谷
日
赤
や
二
次
救
急
医
療
病
院
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
深
谷
日
赤
や
、
二
次
救
急
医

療
・
小
児
救
急
医
療
の
参
加
病
院
に
対
し

て
財
政
的
な
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
医

療
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

金
かね

子
こ

 勝
まさる

  院長
深谷整形外科医院

Ｖｏｉｃｅ　ー現場の声ー
病
状
が
悪
化
す
る
前
に
、

早
め
の
受
診
を

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

【休日急患診療所 /内科・小児科・☎ 573‐7723】
　日曜日、祝日、年末年始
　午前 9時～正午、午後 2時～ 5時
【こども夜間診療所/小児科・内科(子ども)】
　土・日曜日、祝日、年末年始
　午後 7時～ 10時
　※問い合わせは、休日急患診療所へ
【埼玉県救急医療情報センター
　　　　　　　　☎ 048‐824‐4199】
救急車を呼ぶほどではないが、緊急に受
診が必要なときや、休日、夜間などに受
診が必要なときに医療機関を案内します。
　※ 24時間対応
【小児救急電話相談・☎ #8000】
　☎ #8000（NTT プッシュ回線の場合）
☎ 048‐833‐7922（IP 電話、ひかり電話、
ダイヤル回線の場合）

　
『
子
ど
も
の
救
急
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
は
、
応
急
処
置
や
乳
幼
児
の
病
気

の
知
識
を
得
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

市
で
は
、
４
か
月
児
健
診
時
お
よ
び

市
内
の
医
療
機
関
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

場
所
や
診
療
科
目
、
時
間
な
ど
の
条

件
を
入
力
す
る
と
、
県
内
の
約
1
万
か

所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
で
き
る

「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
地
図
表
示
に
よ
り
場
所
を
確
認

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｃhttp://w
w
w.iryo-kensaku.jp/sait

am
a/休日や夜間に

体調が悪くなったら…

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ろ
ん
な
救
急
情
報
に
つ
い

て
知
り
た
い

医
療
機
関
や
薬
局
の
情
報
を

知
り
た
い

―

地
域
医
療
で
、
今
、
一
番
大
き
な
問
題

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

基
幹
病
院
で
あ
る
深
谷
日
赤
の
医
師
不

足
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　

現
在
、
深
谷
日
赤
の
小
児
科
医
は
３
人

に
ま
で
減
少
し
、
入
院
が
必
要
な
子
ど
も

さ
ん
の
救
急
へ
の
対
応
が
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
が
一
人
と
い
う
診
療
科
も

い
く
つ
か
あ
り
、
先
生
が
た
は
、
相
当
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

―

医
師
会
で
は
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
は
地
域
で
完
結
す
る
こ
と
が
理
想

で
す
。
医
師
会
で
は
、
深
谷
日
赤
と
協
定

を
結
び
、
開
業
医
と
深
谷
日
赤
と
の
医
療

連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
医
療
機
関
が
互
い
に
協
力
・
分
担
し

助
け
合
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
も
病
状
に

合
っ
た
継
続
性
の
あ
る
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
急
患

診
療
所
や
こ
ど
も
夜
間
診
療
所
の
運
営
な

ど
、
地
域
の
初
期
救
急
医
療
体
制
の
確
保

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―

地
域
医
療
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

糸
口
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

設
備
の
整
っ
て
い
る
大
き
な
病
院
に

は
、
軽
い
症
状
の
か
た
か
ら
入
院
が
必
要

な
か
た
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が

集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
患

者
さ
ん
は
長
時
間
待
た
さ
れ
、
病
院
の
医

師
は
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

状
況
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
身
近
な
か
か
り

つ
け
医
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に

診
て
も
ら
っ
て
、
必
要
な
ら
ば
大
き
な
病

院
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
な
流
れ
が
つ
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
や
休
日
の
救
急
医
療
は
、

通
常
時
よ
り
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し

て
お
り
、
必
ず
し
も
専
門
医
が
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
を
守
る
た
め
に

も
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
早
め
に
、
ま

た
、
で
き
る
だ
け
診
療
時
間
内
に
受
診
す

る
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
医
療
の
現
状
と
問

題
点
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
共
に

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊
い

藤
とう

 博
ひろし

  副院長
深谷赤十字病院

地
域
に
頼
れ
る

　
　
　
　

か
か
り
つ
け
医
を

―

医
師
の
確
保
が
非
常
に
難
し
い
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
。

　

当
院
の
常
勤
医
師
数
は
、
こ
の
４
年
間

で
11
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
疾
患

の
診
断
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
内
科
系
の

医
師
の
減
少
は
、
医
療
現
場
の
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

救
急
医
療
も
人
員
確
保
や
採
算
面
で
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
当
院
は
、
基
幹
病
院

と
し
て
の
使
命
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の

病
院
の
存
在
価
値
で
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
か
ら
撤
退
し
て
い
る
病
院
も

少
な
く
な
い
現
状
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

救
急
医
療
の
よ
う
な
『
幅
広
い
領
域
を
カ

バ
ー
す
る
医
療
』
と
、
も
う
一
つ
基
幹
病

院
の
役
割
と
し
て
重
要
な
『
高
度
で
専
門

性
の
高
い
医
療
』
を
両
立
さ
せ
る
の
は
、

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
す
。

―

地
域
医
療
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
何

が
必
要
と
お
考
え
で
す
か
。

　

地
域
の
医
療
資
源
（
医
療
施
設
や
医
師

な
ど
）
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
個
々
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
熱
や

ケ
ガ
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
診
療
は
、
地
域

の
診
療
所
が
行
い
、
診
療
の
結
果
、
精
密

検
査
や
入
院
治
療
が
必
要
な
場
合
は
一
般

病
院
が
行
う
。
さ
ら
に
基
幹
病
院
は
、
よ

り
高
度
な
診
断
や
治
療
を
担
う
と
い
っ

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
機
能
分

担
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
、
平
成
19
年
に
「
地
域

医
療
支
援
病
院
」
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
先
生
が
た
と
の
医
療
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
も
、
診
療
所
や
病

院
の
機
能
や
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
必
要
な
医
療
が
円
滑
に
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―

医
療
を
受
け
る
側
は
ど
ん
な
こ
と
を
心

掛
け
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
で
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
、
診
療
行
為
の
ほ

か
健
康
管
理
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
受

け
ら
れ
る
の
で
、
病
気
の
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、

専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
問
題
は
、
医
療
関
係
者
、

行
政
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（深谷市・大里郡医師会　地域医療担当理事）

（金額は平成 21年度予算）

―地域医療を確保するため
バックアップしています―

○救急医療体制への支援　5,005 万 6千円
　・休日急患診療所運営費
　・こども夜間診療所運営費
　・在宅当番医制運営費
　・病院群輪番制病院運営費
　・小児救急支援事業負担金
○深谷赤十字病院への支援

1億 8,323 万 2千円
　・深谷赤十字病院拡充整備負担金
　・放射線治療装置整備負担金
○医師会、深谷日赤、保健所、関係市町村
との連絡・調整

○救急医療についての知識の普及啓発
○高規格救急車両の導入
○救急救命士の養成

Ｖｏｉｃｅ　ー現場の声ー

市の取り組み

　

国
も
医
師
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
医
師
不
足
は
、
一

朝
一
夕
に
解
決
す
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
※
コ
ン
ビ
ニ
受
診
や
救
急
車

の
不
適
切
な
利
用
な
ど
、
医
療
を
受
け
る

側
の
モ
ラ
ル
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
財
産
で
あ
る
医
療
を
ど
う
守
っ

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。
今
、
地
域
医
療

は
、
医
療
関
係
者
や
行
政
、
地
域
住
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
受
診　

緊
急
性
の
な
い
軽
症

患
者
が
、
休
日
や
夜
間
の
救
急
外
来
を

受
診
す
る
こ
と
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こ
ん
な 

ふ
か
や

ふ
か
や  

に
な
っ
て
ほ
し
い

中
学
生
の
部
は
、
各
中
学
校
２
人

ず
つ
選
ば
れ
た
20
人
が
、
子
ど
も

議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
は
、
環
境
対
策
や

防
犯
対
策
と
い
っ
た
社
会
的
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
や
、「
児
童

館
を
作
っ
て
ほ
し
い
」、「
校
庭
を

整
備
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
日
ご

ろ
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
の

問
題
に
つ
い
て
、
質
問
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
製
や
、
み
ん
な
に

読
み
や
す
い
広
報
紙
の
作
成
、
く

る
リ
ン
バ
ス
の
コ
ー
ス
改
善
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
一
人
ひ
と
り
に
対

し
、
市
長
を
は
じ
め
、
各
担
当
部
長

が
回
答
を
し
ま
し
た
。
市
議
会
本

会
議
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
の
中
、
子

ど
も
議
員
た
ち
は
、
緊
張
の
面
持
ち

で
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
深
谷
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
ど

　

平
成
21
年
度
「
ふ
か
や
子
ど
も
議
会
」
が
、
８
月
４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
３
階
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
か
や
子
ど
も
議
会
は
、
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
、
純
粋
な
意
見
を
市
政
運
営
の
参
考
と
す
る
と
と

も
に
、
市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
夏
休
み
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

議員に
選ばれた
理由

先生から指名された
25人（64.1％）

自分で
立候補した
８人

（20.5％）

その他
４人（10.3％）

友達やクラスで推薦された
　　　　２人（5.1％）

市の仕事に
興味を
持ったか

興味は持てなかった
　　　　５人（12.8％）

どちらとも
言えない
６人

（15.4％）

興味を持った
28人（71.8％）

また参加
したいか

参加したい
31人（79.5％）

どちらとも言えない
７人（17.9％）

参加したくない
　　１人（2.6％）

アンケート結果

ん
ど
ん
PR
す
べ
き
」
と
い
う
子
ど

も
議
員
の
提
案
に
、新
井
市
長
は
、

「
ぜ
ひ
PR
大
使
と
な
っ
て
、
他
市

と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
の
際

に
、
深
谷
市
を
PR
し
て
ほ
し
い
」

と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
議
員
た
ち

は
、「
自
分
た
ち
の
意
見
に
、
市

長
や
各
担
当
部
長
が
真
剣
に
答
え

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
。」
と
感
想
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
は
、
各
小
学
校

１
人
ず
つ
選
ば
れ
た
19
人
、

問い合わせ　秘書室（☎ 574‐6631）
2009

.8.4　
開催

　　

ちんしもっこう

　「きゅう（９）きゅ
う（９）」の語呂から、
９月９日は、旧厚
生省と消防庁により
救急の日に制定され
ております。救急医
療体制により、多く
の尊い命が救われ、
地域医療にとって極

の第 1条は有名な「慈
じ

仁
じん

」と記されていました。
　道三の言うこの「慈仁」が、江戸時代に流行
する「医は仁術」という言葉の先

せん

鞭
べん

をなす言葉
になりました。しかし、地域医療現場の医師不
足が叫ばれて久しい現代では、仁の意識を覆い
被
かぶ

せるような、勤務医の激しい勤務環境が生じ
ています。それがわが国の救急医療体制にも波
紋を広げています。
　今回の特集の通り、深谷市を含めた大里地域
も例外ではありません。こうした現状から脱却
するためにも、市民の皆様にはかかりつけ医を
持ち、健康講演会などを通じて常に健康を意識
していただくようお願いいたします。　
　「思いやり」という意味の「仁」。仁のある人
を孔子は「論語」の中で、「意志が強く、飾り
気がない人」と言っています。医師は、日々の
診療に疲弊しながも、強い信念を持ち、黙々と
医療に専念しています。　
　そうした医師をサポートし、24 時間市民の
皆様が安心して暮らせる社会を実現するために
も、渋沢栄一翁の愛した「論語」の中心的倫理
規定である「仁」の精神を継承し、病状に合わ
せた医療体制を構築せねばなりません。

　　
剛
ごう

毅
き

木
ぼく

訥
とつ

は仁に近し「論語」
　　　　

めて重要な位置を占めております。こうした日本
の地域医療は、ある先人の足跡の上に成り立って
いると言っても過言ではありません。それが、実
証的医学の創始者として崇拝されている曲

ま

直
な

瀬
せ

道
どう

三
ざん

です。
  道三は永

えいしょう

正四年（1507）京都に生まれ、22
歳のとき医学の志を立て、下

しもつけ

野（栃木県）の足
利学校に入ります。そして、39歳の時京に戻り、
地域医療に専念しました。
　道三はまた、日本で初めて医学舎（啓迪院）
を創設し、後進の養成にも力を注ぎました。彼
はこの医学教育の中で 57 ヶ条の法を門人に与
えましたが、それは非常に実用的なもので、そ

地域医療と「仁
じん

」

「
沈
思
黙
考
」
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

健
康
講
演
会

健
康
講
演
会

　

知
っ
てg

o
o
d
!

聞
い
てg

o
o
d
!

あ
な
た
の
た
め
の
健
康
講
座　

　

身
近
な
市
内
の
お
医
者
さ

ん
の
お
話
が
聞
け
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

定
員　

各
日
先
着
40
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

　

第
１
回
・
第
２
回
に
つ
い
て

は
、
９
月
10
日
㈭
か
ら
電

話
で
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
575
ー
１
１
０
１
）
へ

※
第
３
回
〜
第
５
回
の
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
後
日

広
報
ふ
か
や
で
ご
案
内
し

ま
す
。

※
第
２
回
の
み
、
３
歳
以
下

の
お
子
さ
ん
の
保
育
を
実

施
し
ま
す
（
要
申
し
込
み
・

先
着
10
人
）。

と　　き 演　　題 講　　師 ところ

第 1回 9月 30 日㈬
午後 1時 30 分～ 2時 30 分 サプリメント・健康食品について 斉

さい

藤
とう

敦
あつし

先生
（斉藤内科医院）

深谷市保健センター
大会議室

第 2回 10 月８日㈭
午後 2時～ 3時

子どもの病気
～受診のめやす・初期対応～

井
いの

上
うえ

佳
よし

也
なり

先生
（井上こどもクリニック）

南公民館
大会議室

第 3回 11 月５日㈭
午後 7時～ 8時 30 分

働く人のメンタルヘルス
～こころの病気の予防と見分け方～

島
しま

上
がみ

實
みのる

先生
（深谷メンタルクリニック）

深谷生涯学習センター・
深谷公民館
大会議室

第 4回 12 月 16 日㈬
午後 7時～ 8時 30 分 乳がんの診断と治療 山

やま

下
した

純
すみ

男
お

先生
（深谷赤十字病院） 深谷赤十字病院

多目的ホール
第 5回 平成 22 年３月 10 日㈬

午後 7時～ 8時 30 分 大腸がんのおはなし 石
いし

川
かわ

文
ふみ

彦
ひこ

先生
（深谷赤十字病院）
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※
申
し
込
み
を
し
た
月
か
ら
加
入

と
な
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
免

除
・
猶
予
・
学
生
特
例
を
受
け

て
い
る
か
た
や
、
国
民
年
金
基

金
加
入
者
の
か
た
は
、
付
加
年

金
に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
額　

２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数

例
40
年
間
付
加
保
険
料
を
納
付
し

た
か
た
は
、
７
９
２
，
１
０
０

円
に
９
６
，０
０
０
円（
２
０
０

円
×
４
８
０
月
）
が
上
乗
せ
さ

れ
、
合
計
８
８
８
，
１
０
０
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
ま

た
は
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る
と

き
は
、
付
加
年
金
も
そ
の
と
き
の

支
給
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
納
付
記
録
の
確
認
は
社

会
保
険
事
務
所
へ

　

平
成
19
年
７
月
か
ら
、
市
の

窓
口
で
行
っ
て
い
た
¬
国
民
年
金

納
付
記
録
」
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
被
保
険
者
台
帳
が
国
に
移

管
さ
れ
る
た
め
、
９
月
４
日
㈮
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
今
後

の
記
録
確
認
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
険
事
務
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
522
‐
５
１
５
８
）、
保

険
年
金
課
（
☎
574
‐
６
６
４
１
）

有
利
で
安
心
な
国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
に
プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
年
金

で
す
。

掛
け
金
は
定
額
、
年
金
額
は

保
証
、
税
金
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
か
た　

国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
で
60
歳
未
満
の

か
た

※
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
必

要
で
す
。

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
掛
け
金
（
月
額
６
万
８
千
円
以

内
）、
年
額
と
も
自
由
に
選
べ

ま
す
。

②
掛
け
金
は
、
全
額
（
年
額
81

万
６
千
円
ま
で
）
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取

る
年
金
額
も
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
掛
け
金
は
60
歳
ま
で
定
額
、
年

金
額
も
生
涯
に
わ
た
り
保
障
さ

れ
ま
す
（
確
定
型
年
金
を
除

く
）。

④
納
め
た
期
間
に
見
合
っ
た
年
金

額
が
受
け
取
れ
ま
す
（
掛
け
捨

て
な
し
）。

⑤
収
入
に
応
じ
て
掛
け
金
（
年
金

額
）
を
増
減
で
き
ま
す
。

基
金
掛
け
金
＆
国
民
年
金
保
険
料

は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は
、

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
体
で
あ
る
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
、
国
民
年
金
基
金
へ

申
し
込
む
こ
と
で
基
金
の
掛
け
金

と
併
せ
て
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　

県
国
民
年
金
基
金

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

‐
６
５
４
１
９
２
）

付
加
年
金
に
加
入
す
る
に
は

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は

７
９
２
，
１
０
０
円
（
満
額
40
年

間
保
険
料
納
付
）
で
す
が
、
老
後

に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
た
い
場
合
は
、
毎
月
の
保
険
料

（
１
４
，
６
６
０
円
）
の
ほ
か
に
、

付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
金
額
は
す
べ
て
平
成
21
年

度
額
）。

　

こ
の
付
加
保
険
料
は
、
国
民
年

金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

加
入
で
き
る
か
た　

国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加

入
被
保
険
者
の
か
た

あ
な
た
を
支
え
る
国
民
年
金

あ
な
た
を
支
え
る
国
民
年
金

国
民
年
金
／
国
民
年
金
基
金
／
付
加
年
金

対
象　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶く

楽ら

部ぶ

登

録
者
（
市
内
在
住
の
小
学
校
４

年
生
〜
中
学
生
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
へ
の
登

録
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
き　

10
月
３
日
㈯
出
発
＝
午
前

８
時
、
解
散
＝
午
後
６
時
30
分

予
定

内
容　

宇
都
宮
美
術
館
の
館
内
ガ

イ
ド
に
よ
る
探
険
ツ
ア
ー
（
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
裏
側

を
体
験
）
と
平
均
気
温
８
℃
の

「
未
知
な
る
空
間
」、
大
谷
石
地

下
採
掘
場
跡
の
見
学

定
員　

40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
９
月

17
日
㈭
午
後
２
時
か
ら
教
育
庁

舎
内
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。

参
加
料　

２
，
０
０
０
円
（
施
設

料
・
バ
ス
代
・
保
険
代
を
含
む
）

申
し
込
み　

９
月
15
日
㈫
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
生
涯
学
習
課
へ

※
友
達
同
士
な
ど
、
複
数
人
で
参

加
し
た
い
か
た
は
、
は
が
き
１

枚
に
参
加
人
数
分
の
氏
名
を
記

入
の
上
、
抽
選
し
た
際
、
人
数

分
当
選
し
な
か
っ
た
場
合
、〔
全

員
行
か
な
い
〕
ま
た
は
〔
当
選

人
数
分
参
加
す
る
〕
の
ど
ち
ら

か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

往信

往信（表） 返信（裏）

【往復はがきの記入例】

〒366-0823

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
係

生
涯
学
習
課

深
谷
市
本
住
町
17　

３

－

※
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

返信

返信（表） 往信（裏）

申
込
者
の
お
名
前　

様

申
込
者
の
ご
住
所

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登
録
者
の

　

氏
名

　

学
校
名
・
学
年

申込者の郵便番号

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

572
‐
９
５
８
１
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課
（
☎

574
‐
８
５
９
７
）

2
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録

は
お
済
み
で
す
か
？

　
「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
登
録
制

度
」
と
は
、
災
害
発
生
時
に
、
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
支

援
が
必
要
な
市
民
の
名
簿
を
事
前

に
作
成
し
、
災
害
時
の
安
否
確
認

や
避
難
支
援
な
ど
に
役
立
て
る
制

度
で
す
。

　

災
害
時
に
避
難
の
支
援
が
必
要

な
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
名
簿

登
録
に
は
、
市
が
登
録
し
た
情
報

を
関
係
機
関
へ
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
で
、
災

害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
次
の
①
〜
⑥
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
一
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
の

か
た

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
か
た

1
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

と
き　

９
月
12
日
㈯
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

①
総
合
防
災
訓
練
＝
総
合
体
育
館

（
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
）

②
地
区
セ
ン
タ
ー
防
災
訓
練
＝
各

公
民
館

内
容

①
総
合
防
災
訓
練
＝
避
難
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
各
種
救
出
救
助

訓
練
、
備
蓄
食
料
品
な
ど
の
無

料
配
布
、
ミ
ニ
消
防
車
試
乗
ほ
か

②
地
区
セ
ン
タ
ー
防
災
訓
練
＝
避

難
訓
練
、
防
災
資
機
材
な
ど
の

展
示
（
発
電
機
・
非
常
用
ト
イ

レ
な
ど
）、
消
防
団
員
の
指
導

に
よ
る
三
角
巾
の
使
用
方
法
、

傷
病
者
搬
送
方
法
ほ
か

※
当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
演
習
信
号
（
サ
イ
レ
ン
）
を

吹す
い

鳴め
い

す
る
予
定
で
す
（
15
秒
鳴

る
↓
６
秒
休
む
↓
15
秒
鳴
る
）。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
総
合

体
育
館
（
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
）
と
消
防
本
部
で
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
離
着
陸
な
ど
を
行
い

ま
す
。
騒
音
・
強
風
な
ど
、
ご

③
介
護
保
険
で
要
介
護
４
・
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の

か
た

⑤
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
か
た

⑥
そ
の
他
、
災
害
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
か
た

登
録
方
法　

登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
障
害
福
祉

課
、
長
寿
福
祉
課
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ
。
郵

送
す
る
場
合
は
、
福
祉
課
（
〠

366
‐
8501
・
仲
町
11
‐
１
）
へ

※
登
録
申
請
書
は
、
提
出
先
で

あ
る
各
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

登
録
情
報
の
提
供
先　

市
役
所
の

ほ
か
、
深
谷
・
寄
居
警
察
署
、

消
防
本
部
、
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
、
自
治
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉

協
議
会

※
個
人
情
報
は
、
各
機
関
に
お
い

て
適
正
に
管
理
さ
れ
、
登
録
さ

れ
た
か
た
の
安
否
確
認
お
よ
び

避
難
支
援
以
外
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た
で
、
登
録
事
項
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
各
窓
口

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
☎
574
‐

６
６
４
４
）

も
し
も
の
と
き
の
災
害
に
備
え
て

も
し
も
の
と
き
の
災
害
に
備
え
て

総
合
防
災
訓
練
／
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
登
録
制
度

　

市
で
は
、
来
年
の
４
月
に
、
市

民
の
生
活
に
密
着
し
た
情
報
誌

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

は
、
行
政
情
報
の
ほ
か
、
地
域
情

報
が
豊
富
で
高
い
保
存
性
も
あ

り
、
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
利

便
性
の
高
い
情
報
源
と
な
り
ま
す
。

　

発
行
費
用
は
、
企
業
・
団
体
な
ど

の
広
告
掲
載
の
協
賛
金
で
補
う
こ

と
に
よ
り
、
行
政
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
最
大

限
の
情
報
を
伝
え
た
い
と
い
う
意

図
に
基
づ
き
、
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

製
作
に
当
た
っ
て
は
、
市
内
業

者
の
た
つ
み
印
刷
㈱
が
請
負
者
と

な
り
、
協
賛
広
告
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
企
業
・
団
体
な
ど
の
PR
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

50,000部 発行

広告効果大広告効果大 ! !! !
協賛広告募集中協賛広告募集中

情
報
誌
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

情
報
誌
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

広
告
掲
載
の
お
申
し
込
み
は

　

た
つ
み
印
刷
㈱

　
（
☎
573
‐
２
７
１
１
）
へ

【
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
概
要
】

発
行
日　

平
成
22
年
４
月
１
日
㈭

発
行
部
数　

５
０
，
０
０
０
部

配
布
方
法　

自
治
会
を
通
じ
て

配
布
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設

に
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
室
（
☎
574
‐

６
６
３
１
）



048
‐
645
‐
８
１
７
１
）
へ

2
「
坂
東
平
氏
畠
山
重
忠
と
そ

の
時
代
」
関
連
事
業

①
ゆ
か
り
の
遺
跡
を
歩
く
「
畠

山
重
忠
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

と
き　

10
月
4
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
（
午
前
9
時
35

分
に
秩
父
鉄
道
武
川
駅
集
合
）

参
加
料　

無
料

定
員　

200
人

②
芸
能
公
演
と
講
演
「
畠
山
重

忠
一
代
記
」

と
き　

10
月
12
日
㈷
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

と
こ
ろ　

国
立
女
性
教
育
会
館

講
堂
（
比
企
郡
嵐
山
町
）

芸
能
公
演　

千せ
ん

賀が

ゆ
う
子こ

氏

「
平
家
の
畠
山
重
忠
を
語
る
」、

若わ
か
ま
つ松
若わ

か

太だ

夫ゆ
う

氏
「
説
教
節
畠

山
重
忠
鶴
ヶ
峰
武
勇
の
段
」、

川
本
重
忠
節
踊
り
同
好
会

「
重
忠
節
歌
い
踊
り
」

特
別
講
演　

岡お
か

田だ

清せ
い
い
ち一

氏
（
東

北
福
祉
大
学
）「
畠
山
重
忠
」、

谷た
に
ぐ
ち口

榮さ
か
え

氏
「
秩
父
平
氏
豊と

島し
ま

氏
・
葛か

西さ
い

氏
の
軌
跡
」
ほ
か

参
加
料　

無
料

定
員　

500
人

申
し
込
み　

①
は
9
月
25
日
㈮

ま
で
（
必
着
）、
②
は
10
月

7
日
㈬
ま
で
（
必
着
）
に
、

往
復
は
が
き
で
県
立
嵐
山
史

跡
の
博
物
館
（
〠
355
‐
0221
・

比
企
郡
嵐
山
町
菅
谷
757
）
へ

1011

1
「
出
張
博
物
館
in
深
谷
」

①
交
流
企
画
展
「
深
谷
ゆ
か
り

の
収
蔵
品
展
示
」

と
き　

10
月
2
日
㈮
〜
11
月
8

日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

30
分（
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

深
谷
図
書
館
郷
土
資

料
展
示
室

観
覧
料　

無
料

②
も
の
づ
く
り
工
房
in
深
谷

と
き　

10
月
3
日
㈯
〜
11
月
8

日
㈰
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜

日
（
10
月
31
日
㈯
、
11
月
1

日
㈰
を
除
く
）
午
前
9
時
〜

午
後
4
時

と
こ
ろ　

深
谷
図
書
館
郷
土
資

料
展
示
室
前

参
加
料　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

短
刀
づ
く
り
＝
100
円
、
絵
巻

物
づ
く
り
＝
200
円

③
講
演
会
「
武
蔵
武
士
の
世
界

人
見
氏
の
一
所
懸
命　

平
家

物
語
・
太
平
記
・
太
平
記
絵

巻
」（
講
師
＝
𠮷よ

し
は
し橋

孝た
か

治じ

氏
）

と
き　

10
月
18
日
㈰
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

参
加
料　

無
料

定
員　

先
着
120
人

申
し
込
み　

9
月
18
日
㈮
午
前

9
時
か
ら
（
土
・
日
曜
日
、

祝
休
日
を
除
く
）
電
話
で
県

立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館（
☎

県立歴史と民俗の博物館・県立嵐山史跡の博物館と
コラボでＧＯ！

●問い合わせ　生涯学習課（☎572－ 9581）「博物館がやってくる！」

市
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成

22
年
度
の
園
児
を
募
集

し
ま
す
。

申
し
込
み　
10
月
15
日
㈭
〜
30

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
所
定
の
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
市
立
幼
稚
園
へ

※
原
則
、
小
学
校
の
通
学
区
域

に
準
じ
ま
す
が
、
上
柴
西
・

上
柴
東
小
学
校
区
域
は
上
柴

西
幼
稚
園
、
豊
里
・
八
基
小

学
校
区
域
は
豊
里
幼
稚
園
、

岡
部
・
榛
沢
・
本
郷
・
岡
部

西
小
学
校
区
域
は
お
か
べ
幼

平成22年度
市立幼稚園園児募集!!
「市立幼稚園園児募集案内」

稚
園
、
川
本
区
域
は
保
護
者

の
送
迎
可
能
な
幼
稚
園
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
園
願
書
は
、
各
市
立
幼
稚
園

ま
た
は
学
校
教
育
課
に
あ
る

　

ま
た
、
就
学
に
際
し
、
特
に

配
慮
を
要
す
る
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
か
た
は
、
事
前
に
学
校

教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
4
月
に
小
学
校

へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん

（
平
成
15
年
4
月
2
日
〜
平
成

16
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
を
対

象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。
9
月
中
に
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
日
時
・

会
場
な
ど
を
確
認
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
さ
れ
た
学
校
で

受
診
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の

学
校
へ
連
絡
の
上
、
他
の
学
校

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

新小学校 1年生　就学時健康診断日程が
決定しました !!
「就学時健康診断」 ●問い合わせ　学校教育課（☎ 572－ 9578）

9
月
に
入
り
、
日
ご
と
に

夕
暮
れ
が
早
く
な
っ
て

い
ま
す
。
自
動
車
も
自
転
車
も

ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
け
て
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

期
間　

9
月
21
日
㈷
〜
30
日
㈬

重
点
目
標　

・
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
交
通
安

全
教
室
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
、
自
己
の
身
体
機
能

の
変
化
を
的
確
に
認
識
し
ま

し
ょ
う
。

・
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事

故
も
増
え
て
い
ま
す
。
無
理

の
な
い
安
全
な
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
高

齢
者
の
行
動
特
性
を
踏
ま
え
、

思
い
や
り
を
持
っ
た
慎
重
な

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

人も車も自転車も
安心・安全　埼玉県 !
「秋の全国交通安全運動」 ●問い合わせ　生活道路パトロール課（☎574－ 8861）
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ほ
か
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

入
園
資
格　

市
内
に
住
居
を
有

し
、
5
歳
児
＝
平
成
16
年
4

月
2
日
〜
平
成
17
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
幼
児
、
4
歳
児

＝
平
成
17
年
4
月
2
日
〜
平

成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

幼
児
（
募
集
人
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

授
業
料　

4
歳
児
・
5
歳
児
と

も
７
，
４
０
０
円

留
意
事
項　

１
園
の
入
園
希
望

者
が
10
人
に
満
た
な
い
幼
稚

園
は
、
休
園
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

各
市
立
幼
稚
園

ま
た
は
学
校
教
育
課
（
☎
572

‐
９
５
７
８
）

学校名 実施日・受付時間
岡 部 小 学 校 10 月  1 日㈭　午後 1時 00 分～ 1時 10 分
幡 羅 小 学 校 10 月  5 日㈪　午後 1時 10 分～ 1時 25 分
深 谷 西 小 学 校 10 月  8 日㈭　午後 1時 00 分～ 1時 20 分
豊 里 小 学 校 10 月  8 日㈭　午後 1時 10 分～ 1時 20 分  
本 郷 小 学 校 10 月 13 日㈫　午後 1時 00 分～ 1時 15 分
川 本 南 小 学 校 10 月 14 日㈬　午後 1時 00 分～ 1時 20 分
深 谷 小 学 校 10 月 15 日㈭　午後 1時 00 分～ 1時 20 分
常 盤 小 学 校 10 月 15 日㈭　午後 1時 00 分～ 1時 20 分
川 本 北 小 学 校 10 月 15 日㈭　午後 1時 00 分～ 1時 15 分
大 寄 小 学 校 10 月 15 日㈭　午後 1時 30 分～ 1時 45 分
花 園 小 学 校 10 月 16 日㈮　午後 1時 30 分～ 1時 45 分
岡 部 西 小 学 校 10 月 16 日㈮　午後 1時 30 分～ 1時 45 分
藤 沢 小 学 校 10 月 20 日㈫　午後 1時 00 分～ 1時 15 分
上 柴 東 小 学 校 10 月 23 日㈮　午後 1時 00 分～ 1時 30 分
八 基 小 学 校 10 月 23 日㈮　午後 1時 10 分～ 1時 20 分
明 戸 小 学 校 10 月 26 日㈪　午後 1時 15 分～ 1時 30 分
桜 ケ 丘 小 学 校 10 月 27 日㈫　午後 1時 00 分～ 1時 15 分
上 柴 西 小 学 校 10 月 27 日㈫　午後 1時 00 分～ 1時 15 分
榛 沢 小 学 校 10 月 27 日㈫　午後 1時 20 分～ 1時 30 分

就学時健康診断日程表

県
下
統
一
目
標

①
飲
酒
運
転
の
撲
滅

　
　

7
月
31
日
に
、
市
は
「
飲

酒
運
転
撲
滅
宣
言
」
を
し
ま

し
た
。
飲
酒
運
転
は
「
し
な

い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
飲
酒
運
転

の
撲
滅
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
徹
底
と
安

全
車
間
距
離
の
保
持

③
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者

優
先
の
徹
底
と
自
転
車
の
事

故
防
止

　
　

7
月
か
ら
、
自
転
車
に
乗

り
な
が
ら
、
携
帯
電
話
を
使

用
す
る
こ
と
や
、
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
な
ど
で
音
楽
な
ど
を
聴
く

こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

平成 22年度　園別募集人員

幼稚園名 5歳児 4歳児 電話
ファックス

深谷幼稚園 40人 30 人 571‐0948

深谷西幼稚園 45人 60 人 571‐2786

桜ケ丘幼稚園 20人 60 人 571‐2788

藤沢幼稚園 40人 30 人 571‐5600

上柴西幼稚園 40人 90 人 573‐5240

幡羅幼稚園 40人 30 人 571‐2787

明戸幼稚園 25人 30 人 571‐5602

大寄幼稚園 25人 30 人 571‐5601

常盤幼稚園 30人 60 人 573‐2558

豊里幼稚園 25人 30 人 587‐3977

おかべ幼稚園 40人 30 人 585‐4190

花園幼稚園 30人 60 人 584‐1779
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　市内各地で夏祭りや納涼祭など
が開催されました。瞬く間に過ぎ
た夏、大切な思い出に…。

　夏のショートメモリー
　7 月 14 日に市長公室で、表示証交付式が行われました。この
制度は、消防団員が複数在職している事業所や深谷市消防団に
積極的に協力している事業所が対象となり、市が表示証を交付
するものです。今回、市内 4 事業所に対し交付され、消防団と
事業所との新たな協力体制の構築・地域防災力の維持・向上が
確立されました。

　深谷市消防団協力事業所表示証交付式

　ドクターヘリ離着陸訓練！！
　7 月 29 日に、関越自動車道埼玉県消防連絡協議会主催によるド
クターヘリ離着陸訓練が、消防本部屋外訓練場を会場として実施さ
れました。この訓練は、関越自動車道下り線 60 キロポスト付近で、
多重衝突事故が発生したとの想定で行われたものです。
　いざ、というときのため、訓練を通じて皆さんの安心・安全の確
保に努めてまいります。

　かわいいあの娘
こ

はトゲがある！！パパパ、パイナポ～

生産者の猪野さん 見事なパイナップル

　7 月下旬、血洗島地区の猪
い の

野さんが、3年掛かりで、手塩
に育てたパイナップルに実が出来ました。
　パイナップルは温暖な気候のところで出来るもので、商
品として栽培される北限は、沖縄までとされているそうで
す。実は少々小ぶりですが、中身はきっと甘い？でしょう。

　大量・豊作・すずなりだ！！ 62個のリリィ～！
　7月17日に、山河地区の神

かみおか

岡章
あきら

さん宅の庭先に植えられたヤマユリが、
62 個の花を付けて咲きました。残念ながら、花が重いため、茎が支え
きれず、泣く泣く神岡さんが折ったそうです。
　5年前に 5つの花を付けた、このヤマユリを購入し、植え替えをしな
くても、毎年 10 個くらいずつ花が増えていました。ご本人は「今年で
終わりだよ」とおっしゃっていましたが、来年も期待しています。

122009－❾－広報ふかや

左から、ふかや農業協同組合様、㈱ロビン様、

㈱オリケイ様、花園農業協同組合様

　祝!!  2 連覇おめでとう! 真
ま

下
した

まなみさん!
　8 月 1 日、インターハイ女子 800 ｍ決勝、真下さん（深谷商業高校
3年）は、前評判から、プレッシャーやライバルからのマークも
ありましたが、2分 7秒 45 の好タイムで昨年に引き続き 2連覇を果
たしました。本当におめでとうございます。
　また、深谷商業高校から、女子ソフトテニス部（市

いちかわ

川さん・成
なり

田
た

さ
ん）が出場し、健闘惜しくも 5回戦で涙をのみました。

　萱場自治会では、㈶自治総合セン
ターが実施している、平成 21 年度宝
くじ助成を受けて、太鼓などのお囃

はや

子
し

用具の整備を行いました。

　宝くじ助成事業

　岩手県田野畑村から 2009 ！　～夏～
　8 月 4 日～ 7日にかけて、市内の小学生 29 人と岩手県田野畑村の
小学生 28 人が交流を行いました。この交流は毎年、小学校 5・6年生
を対象に実施しており、今年は田野畑村の子どもたちが深谷市へやっ
て来ました。渋沢栄一ゆかりの施設や緑の王国などで学んだ子どもた
ちの表情は、充実感であふれていました。57 人の子どもたちが友情
を深め合い、楽しい思い出ができました。

　　　　　　～思い出ポロポロ～

7 月 22日、インターハイ出場を決
め、新井市長を表敬訪問した真下
さん（前列右）たち陸上部と女子
ソフトテニス部の皆さん

先頭を走る真下
さん
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子育て支援センター
コスモスが風にゆらゆら　秋風がみんなを呼んでいるよ

☎ 574 － 8002
☎ 551 － 5055
☎ 587 － 1170
☎ 585 － 4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター
● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

問い合わせ

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・５0120－4－78374　３e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校など
の相談

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646
子どもの
虐待防止
ホットライン

虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、ホットラインへご連絡ください ☎ 574 － 3000
（家庭児童相談室内）

子ども
スマイルネット

子ども(原則18歳未満)にかか
わるすべての悩み電話相談

平日 午前９時～午後９時30分
土・日曜日 午前９時～午後5時   （祝休日・年末年始を除く） 電話で随時受け付け 子どもスマイルネット

☎ 048 － 822 － 7007

行政相談 行政に関する苦情など  9 月 10 日㈭・17 日㈭、 10 月 8 日㈭・15 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 市役所西別館 201 会議室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日・毎月第 1木曜日（祝休日を除く）
午後 1時 30 分～ 4時　定員各日 10 人
予約制（電話で受け付け）担当＝弁護士
※各総合支所の法律相談はなくなりました

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

市民相談 市民生活全般
毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分
（受け付け：午後 4時まで）担当＝市民相談員

市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など
毎週月・水・金曜日（祝休日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時
担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談お
よびクーリングオフの仕
方など

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
担当＝くらしいきいき課職員

電話で随時受け付け くらしいきいき課
☎ 574 － 8527

交通事故相談 交通事故に関する相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 521 － 7300

住宅相談
住宅の新築・増改築・リフォー
ム、耐震診断、ユニバーサルデ
ザイン化など住宅に関する相談

毎月第 2・4土曜日 午前 9時～正午 南公民館中会議室 開発指導課
☎ 574 － 6655

税務 税理士による税一般に関
する相談

 9 月 24 日㈭午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 202 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関す
る相談 毎月第１日曜日 午前9時～午後4時 収税課 収税課

☎ 574 － 6639

よろず
人権相談

人権擁護委員による、生
活全般で感じた人権上の
困り事や悩みの相談

 9 月 10 日㈭、 10 月 13 日㈫午前 10 時～午後 3時  9 月 市役所西別館 202 会議室
10 月 市役所西別館 302 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

 9 月 24 日㈭、 10 月 20 日㈫午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

 9 月 24 日㈭、 10 月 20 日㈫午前 10 時～午後 3時 川本総合支所 1階相談室

 9 月 24 日㈭、 10 月 20 日㈫午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 会議室

内職・就職・
求人

内職に関する仕事紹介、就
職相談、求人情報の提供

毎週月・木曜日 午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（祝休日・年末年始を除く）内職・就職は予約制 産業会館 3階就職相談室 商工振興課

☎ 574 － 6650

地域職業
相談室

ハローワーク求人情報の
提供、職業相談、職業紹介

毎週月～金曜日（祝休日・年末年始を除く）
午前 9時～午後 5時 深谷コミュニティセンター 地域職業相談室

☎ 551 － 2501

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

 9 月 3 日㈭・ 20 日㈰ 、 10 月 1 日㈭・ 18 日㈰
 午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名。エイズ即
日検査は採血後60分で結果
が分かります。通常検査では
B・C型肝炎、梅毒検査（無
料）、クラミジア検査（有料）
も受けられます。

エイズ即日検査  9 月 3 日㈭、 10 月 1 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査  9 月 3 日㈭、 10 月 1 日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
 10 月 27 日㈫、11 月 24 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制  11 月 12 日㈭午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

ひきこもり
専門相談

原則18歳以上のひきこも
りに関する相談　予約制  9 月 17 日㈭午後 1時～ 3時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

○以下の事業は予約制です　　9月 15日㈫午前 9時から電話でお申し込みいただけます
事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料 受け付け

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
10月 7・21日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月14日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月28日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者
お誕生月の子と保護者 各 日

先着 20 組
無料 桜ヶ丘子育て支援センター

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
10月2・16・30日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
１０月9・23日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分

　
1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者

スマイルパパ パパと一緒に楽しく遊びま
しょう

桜ヶ丘子育て支援センター
10月31日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児とパパ
（ママも一緒に参加
できます）

先着 30 組

給食体験
給食を食べながら栄養士
が食事や栄養について相
談に応じます

藤沢子育て支援センター
10月  6  日㈫午前 11時～正午

離乳食を終了してい
る未就学児と保護者 先着 7 組 親 300 円

子 250 円
藤沢子育て支援センター

料理教室
栄養士の指導の下、親子
で簡単クッキングをしてみ
ませんか？

藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
10月22日㈭午前 10時 30 分～午後 0時 30分 3 歳以上児と保護者 先着 16 組 親 300 円

子 200 円

○以下の事業は予約不要です
事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料 受け付け

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
10月 7・21日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月14日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月28日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者
未就学児と保護者

人数の制限
はありません 無料 各会場に直接お越

しください

おかべ子育て支援センター
10月 7・21日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月14日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月28日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半以上児と保護者
１歳半未満児と保護者
未就学児と保護者

豊里子育て支援センター
 毎週水曜日 午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
10月2・16・30日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
１０月9・23日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者

おかべ子育て支援センター
10月2・16・30日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
１０月9・23日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半以上児と保護者
１歳半未満児と保護者

豊里子育て支援センター
 毎週金曜日 午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

パワフルらんど
わくわく・おはなし教室が
はたらふれあい館でも楽し
めます

はたらふれあい館
10月  1 日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分
10月15日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1歳半以上児と保護者
1歳半未満児と保護者

積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しくひのきの積
み木で遊びましょう

おかべ子育て支援センター
10月10日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分 ー

育児相談 子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
 毎週火・木・土曜日 （随時相談に応じます）
 午前 9時～正午・午後 2時 30 分～４時 30分
 （詳しくはお問い合わせください）

未就学児と保護者

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放してい
ます

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
 午前 9時～正午・午後 2時 30 分～４時 30分
 （詳しくはお問い合わせください）

※子育て支援センターの事業については、市ホームページまたは市モバイルサイトでもご覧いただけます。
※子育て支援センターは、未就学児と保護者のかたが利用できます。また、日・月曜日、祝休日はお休みです。
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●花園区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、花園福祉健康課（☎584－ 1123）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

1歳6か月児
健康診査  9 月 15日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年   1 月・  2 月生まれ

BCG接種 10 月  1 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
平成 21 年   6 月生まれ
対象者へは７月下旬に通知済みです。通知の指定日以
外の日程を希望する場合は、電話予約が必要です。

17 16

みんなの健康みんなの健康 Health Navi

Health Navi
みんなの健康みんなの健康

　　深谷市保健センター（☎ 575ー 1101）
　　岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎ 585ー 2214）

●川本区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、川本福祉健康課（☎583－ 2532）へ

　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

事業名 実施日時など 会場 対象者など

マタニティ教室
 9 月 11 日㈮

18 日㈮
26 日㈯

午前 9時 20 分～ 11 時 50 分
おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

乳幼児相談

 9 月  9 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 9 月 14 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 9 月 16 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 9 月 28 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

子育ての広場
時間は午前 10 時～午後 4時、28 日㈪のおかべ子育て支援センター
は午前 10 時～正午
■実施日・会場は、乳幼児相談と同様

子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康相談 毎週月～金曜日
（祝休日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 電話相談は随時

※面接は要電話予約

こころの健康相談  9 月 29 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

●市内全区域のかたを対象とした保健事業　　 　　 問い合わせは、各会場（上記）へ

会場 会場

花園

深谷

川本

深谷

おか
深谷
岡部

　　川本保健センター（川本福祉健康課・☎ 583ー 2532）
　　花園保健センター（花園福祉健康課・☎ 584ー 1123）
川本
花園

総合

おか

●深谷区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、深谷市保健センター（☎575－ 1101）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 9 月  8日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）10 月 13日㈫

4か月児健康診査

 9 月 15 日㈫

（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 21 年   4 月 26 日～   5 月  8 日生まれ

 9 月 25 日㈮ 平成 21 年  5 月  9 日～  5 月 15 日生まれ

10 月  9 日㈮ 平成 21 年  5 月 16 日～  5 月 23 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

 9 月 17 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 20 年　2 月 14 日～  2 月 29 日生まれ

10 月  1 日㈭ 平成 20 年   3月  1 日～  3 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
 9 月 24 日㈭

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 18 年   2月 18 日～  2 月 28 日生まれ

10 月  8日㈭ 平成 18 年   3月  1 日～   3 月 15 日生まれ

BCG接種

 9 月 11 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
平成 21 年   5 月 16 日～   6 月 15 日生まれ
対象者へは 8月上旬に通知済みです。通知の指定日以
外の日程を希望する場合は、電話予約が必要です。

 9 月 14 日㈪

 9 月 16 日㈬

 9 月 18 日㈮

総合

深谷

深谷

深谷

深谷
休日急患の診療

休日急患診療所 こども夜間診療所
 9 月 6 日・13 日・20 日・21 日・22 日・23 日
　 27 日 診療日

9 月 5 日・  6 日・12 日・13 日・19 日・20 日
    21 日・22 日・23 日・26 日・27 日

10 月 4 日・11 日・12 日・18 日・25 日 10 月 3 日・  4 日・10 日・11 日・12 日・17 日
　　18 日・24 日・25 日・31 日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科 (こども)

休日急患診療・こども夜間診療の診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、変更になる場合があります。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※こども夜間診療所を受診する際には、午後9時45分までに受け付けを済ませるよう、ご協力をお願いします。

●岡部区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、岡部福祉健康課（☎585－ 2214）へ

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

9月   6日㈰ 仲町診療所 ☎ 571 － 2622
とき 休日診療医院名 問い合わせ

9月   6日㈰ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、変更になる場合があります。

事業名 実施日時など 会場 対象者など

1歳6か月児
健康診査  9 月 15日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年   1 月・  2 月生まれ

BCG接種 10 月  1 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
平成 21 年   6 月生まれ
対象者へは７月下旬に通知済みです。通知の指定日以
外の日程を希望する場合は、電話予約が必要です。

花園

深谷

川本

事業名 実施日時など 会場 対象者など

4か月児健康診査  9 月 17 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 21 年   4 月・  5 月生まれ

1歳 6か月児
健康診査 10 月  2 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年   2 月・  3 月生まれ

BCG接種

 9 月 11 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
平成 21 年   5 月 16 日～   6 月 15 日生まれ
対象者へは 8月上旬に通知済みです。通知の指定日以
外の日程を希望する場合は、電話予約が必要です。

 9 月 14 日㈪

 9 月 16 日㈬

 9 月 18 日㈮

総合

岡部

岡部

花園

川本
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情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファックス　　３＝ Eメール　　Ｃ＝ホームページ

19 18
■保育士・学童保育室指導員（臨時職員）を募集しています。

１保育課（☎ 574 － 8648）

グリーンパーク・パティオ ☎574‐5000

パソコン教室

情報ひろば

●市役所窓口取扱時間

•月～金曜日
　午前8時 30分～午後5時 15分まで（祝休日を除く）
•木曜日
　市役所本庁舎 1・2階の窓口業務は午後 7時 15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

●火災（消防車の出動）の問い合わせ
テレホンサービス番号  0180-99-4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

■広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。送付を希望されるか
たは市社会福祉協議会 (☎ 573‐6563) へご連絡ください。

９月

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●防災行政無線放送内容のご案内

※通話料のみで、情報料は掛かりません。

きゅうきゅうよぼうさい

テレホンサービス番号  0180-99-4431

  市役所の連絡先

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部総務課）

■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本総務課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園総務課）

人口：147,817人　　男性：73,847人　　女性：73,970人　　世帯数：54,236世帯　（平成21年8月1日現在・外国籍のかたも含みます）

主 な 施 設 か ら の お 知 ら せ
情報ひろばの見方
１＝問い合わせ　 ２＝申し込み　 ☎＝電話
５＝ファックス　 ３＝ Eメール　 Ｃ＝ホームページ

営業時間 入場料 注意

午前 10時～午後 9時
（最終入場は午後8時15分）
※火曜日休館（９月 22 日
㉁は営業します）

一般＝ 800 円
小・中学生＝ 400 円

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたのご入場
はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、小学
校３年生以下のかたには、保護者の同伴が必要となります。車いすをご
利用のかたは、スタッフにお声掛けください。入れ墨やタトゥーなどを
入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

　その他、市およびパティオが定める諸規則などに従っていただけない場
合は、ご利用をお断りすることがあります。

9 月 2日㈬から、パティオは午前 10時からの営業となります。また、3時間制が解除となりますので、泳ぎの練習をしたり、のん
びり過ごしたりと一日中遊び放題です。
★パティオ利用者に深谷市産農産物（提供：深谷市園芸協会）を抽選でプレゼント　
9月 19日㈯～ 23日㈷の 5連休中に、パティオ利用者を対象に、抽選で深谷市産農産物（数量限定）をプレゼントします。

ところ 講 座 名 内　容 と　き（10月） 定員 参加料 対　象

深谷生涯学習セン
ター・深谷公民館
☎ 571ー 0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入
力

5日㈪
6日㈫

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
18人

500 円
（資料代）

パソコンの初歩から学
びたいかた　

のんびり入力 文字入力のマスターと IME
パッド・辞書の利用など

21日㈬
22日㈭

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

インターネット
入門

ホームページを見る、お気に
入りへの登録

28日㈬
29日㈭

日本語入力ができるか
た

ネットで世界の
街を旅しよう！

Google Earth、Google マップ
のストリートビューを体験 3日㈯ 午前 9時～正午 先着

12人
500 円
（資料代）

インターネットの基本
操作のできるかた

パソコンで
録音してみよう

インターネット上にある音声
を録音編集する 30日㈮ 午前 9時 30 分

～正午
先着
12人

500 円
（資料代）

パソコンおよびイン
ターネットの基本操作
のできるかた

岡部公民館
☎ 585ー 4974 Excel 基礎

表の作成、計算式の入力、関
数の利用、データの抽出と並
べ替えなど

1日㈭
8日㈭
15日㈭

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
12人

1,000 円
（資料代）

日本語入力ができるか
た

花園公民館
☎ 584－ 2184 Word 基礎

文書の装飾、表の作成、ワー
ドアート・イラストや写真の
挿入など

13日㈫
20日㈫
27日㈫

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
12人

1,000 円
（資料代）

日本語入力ができるか
た

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　１２ 9 月 24 日㈭午前 9時から、参加料を添えて各会場となる公民館へ

ところ イベント名 内　容 と　き 備　考

深谷図書館
☎ 571ー 8210

小さい子のため
のおはなし会 絵本、紙芝居、手遊び ９月 9 日㈬ 午前 11時～ ■対象　幼児

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語り）、
紙芝居 ９月 26日㈯ 午前 10時 30 分～ －

岡部図書館
☎ 585ー 5968 おはなし会 絵本、紙芝居、手遊び ９月19日㈯ 午前 10時 30 分～ ■ところ　岡部公民館２階和室

川本図書館
☎ 583ー 6250 おはなし会

絵本の読み聞かせ「ふうせんねこ」・
「たんじょうびはケーキをやこう」・
「はたらくくるま」、紙芝居「ぶんぶ
くちゃがま」、折り紙教室

９月12日㈯ 午後２時～３時 ■対象　5歳くらい～小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎ 579ー 1333

子どもおはなし・
映画会

おはなしと映画「ムーミン消えな
いおばけ」 ９月13日㈰ 午前 10時 30 分～ ■対象　幼児・小学校低学年

おはなし玉手箱
（おはなし会）

絵本、紙芝居、手遊び、ストーリー
テリング（語り） ９月13日㈰ 午後 3時～ ■対象　幼児・小学生

■図書館休館日（４館共通）
　〔9月〕1日㈫・7日㈪・14日㈪・24日㈭・25日㈮・28日㈪・30日㈬　　〔10月〕5日㈪・13日㈫・19日㈪・26日㈪・30日㈮
■交流企画展「出張博物館 in 深谷」
　10月 2日㈮～ 11月 8日㈰　深谷図書館３階郷土資料展示室で、県立歴史と民俗の博物館所蔵資料の特別展示を行います。

図書館

募
集

ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

１
農
業
振
興
課（
☎
574
‐
６
６
４
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

市
内
在
住
の
農
業
者
以
外

の
か
た
で
、
農
園
の
管
理
組
合

に
加
入
可
能
な
か
た

募
集
農
園　

曲
田
農
園
約
90
㎡

（
曲
田
126
・
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

利
用
料
金　

貸
付
料
お
よ
び
農
機

具
な
ど
の
使
用
料
は
無
料

※
組
合
費
（
年
間
約
１
，
０
０
０

円
）
お
よ
び
栽
培
に
掛
か
る
費

用
は
利
用
者
の
負
担

利
用
期
間　

単
年
度
契
約
で
、
最

大
５
年
間
継
続
可
能

※
本
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
２
月
28
日
㈰
ま
で

２
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
農
業
振

興
課
へ

渋
沢
栄
一
賞
を
募
集
し
ま
す

１
県
産
業
労
働
政
策
課
（
☎
048
‐

830
‐
３
７
２
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

渋
沢
栄
一
賞
は
、
地
域
に
根
差

し
た
中
小
企
業
を
対
象
に
、
渋
沢

栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な

企
業
活
動
や
社
会
貢
献
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
基
準
に
選
考
し
、
表

行事名 内　容 と　き 費　用 申し込み・備　考

ハンギング教室

■講師　柳
やなぎ

清
きよ

子
こ

澄んだ秋風に揺れるオータムカ
ラーのハンギングバスケットを
作ります。

9 月 26 日㈯　
午後 1時 30 分

～ 3時 30 分

2,500 円
（材料費込み）
※５スリットのバス
ケットをお持ちの
かたは 500 円引き

■定員　20 人
■ところ　1階フラワーホスピタル
２9 月 18 日㈮までに、パティオへ

無料園芸相談 夏の間の園芸のお悩みをスッキ
リ解決しませんか？

毎週日曜日
※都合により変更とな
　る場合があります。

無　料
■ところ　1階フラワーホスピタル
■相談員　門

かど

井
い

照
てる

光
みつ

プールプログラム
プログラム／ 9月 2日㈬～ 11 月 30 日㈪（祝休日を除く） 備　　　考

アクアビクス（40 分間）
■講師　保

ほ

泉
ずみ

亜
あ

希
き

子
こ

①毎週月曜日午後 7時～
②毎週金曜日午後 2時～

■定員　各回先着 20 人
■使用予定プール　造波プール

アクアウオーキング（40 分間）
■講師　長

は

谷
せ

川
がわ

紀
のり

雄
お 毎週水曜日午前 11 時～ ■定員　各回先着 20 人

■使用予定プール　造波プール

ウオーク＆バランス＆筋トレ（40 分間）
■講師　保泉亜希子

毎週水曜日午後 2時～ ■定員　各回先着 20 人
■使用予定プール　25mプール

初めてのアクア筋トレ下半身編（45 分間）
■講師　長谷川紀雄

毎週木曜日午後 7時～ ■定員　各回先着 20 人
■使用予定プール　25mプール

脱初心者・クロールのクセ直しにチャレンジ（40 分間）
■講師　長谷川紀雄

毎週水曜日午後 4時～ ■定員　各回先着 10 人
■使用予定プール　25mプール

初めてスイミング・クロールチャレンジ編（45 分間）
■講師　長谷川紀雄

毎週金曜日午後 7時～ ■定員　各回先着 10 人
■使用予定プール　25mプール

初めてスイミング・クロールチャレンジ編Vol.2（45 分間）
■講師　長谷川紀雄

毎週金曜日午前 10 時 45 分～
■定員　各回先着 10 人
■対象　4月～ 7月の参加者および 10m 以上

泳げるかた
■使用予定プール　25mプール

※参加料は無料（別途プール利用料が必要）
※申し込みは不要です。ご希望のプログラム開催時間に使用予定プールにお集まりください。
※プログラムは変更・中止の場合がありますので、事前にお問い合わせください。
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情報ひろば

2009－❾－広報ふかや2009－❾－広報ふかや

や
発
達
障
害
が
背
景
に
な
い
か

た
）
の
家
族

と
こ
ろ　

熊
谷
会
館
第
２
会
議
室

２
９
月
16
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
、

熊
谷
保
健
所
へ

とき 内容

 9 月 30 日㈬
午後 ２時～４時

講義
「ひきこもりとは？
精神科医からみた
ひきこもりの背景」

10 月  7 日㈬
午前 10 時～正午

講義
「ひきこもる青年の
心理と家族の対応
１」

10 月 14 日㈬
午前 10 時～正午

講義
「ひきこもる青年の
心理と家族の対応
２」

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

１
地
域
職
業
相
談
室
（
☎
551
‐
２

５
０
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
た

と
き　

９
月
25
日
㈮
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
１
階
集
会
室（
相
談
室
隣
）

内
容　

就
職
状
況
に
つ
い
て
、
履

歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
受
け
方
な
ど

定
員　

先
着
36
人

２
９
月
７
日
㈪
か
ら
、
直
接
地
域

職
業
相
談
室
へ催

し

第
62
回
深
谷
市
美
術
展
・

シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展

１
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深

谷
公
民
館
（
☎
571
‐
０
５
０
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

皆
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展
は
65
歳

以
上
の
か
た
が
対
象
で
す
。

イベント名 とき ところ

第 62回
深谷市
美術展

10 月 30 日㈮～ 11 月 1日㈰
午前 9時 30 分～午後 5時
（1日は午後 4 時まで）

市民体育館
※茶道は 11 月 
1 日のみ掃

か 

部
もん 

寮
りょう 

で実施

シルバー
生活
文化展

10 月 30 日㈮～ 11 月 1日㈰
午前 10 時～午後 4時
（1日は午後 3時まで）

深谷市民文化
会館展示室

２
10
月
15
日
㈭
ま
で
に
各
公
民
館
へ

※
開
催
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
各

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

第
４
回
深
谷
市
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会

１
障
害
福
祉
課（
☎
571
‐
１
０
１
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

障
害
者
と
交
流
し
、
理
解
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

参
加
資
格　

市
内
在
住
か
在
勤
・

在
学
者

と
き　

10
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
45
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
（
深
谷

ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
）

競
技
種
目　

玉
入
れ
、
25
ｍ
音
競

走
、
パ
ン
食
い
競
走
な
ど

２
９
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
障
害
福

祉
課
へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

１
も
く
せ
い
館（
☎
583
‐
７
７
３
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

テ
ー
マ
「
秋
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

９
月
19
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
26
日

㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

２
当
日
も
く
せ
い
館
で
受
け
付
け

ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な
り
ま

す
の
で
、
小
・
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
一
休
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
活
性
化
サ
ロ
ン
一
休
（
☎
575
‐

０
０
８
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
〜
ご
は
ん
が
お
い
し
い
器
〜

長は

せ谷
川が

わ

聡さ
と
る

作
陶
展

と
き　

９
月
10
日
㈭
〜
19
日
㈯

内
容　

秋
の
食
卓
に
ふ
さ
わ
し
い

器
の
展
示
。
土
鍋･

ご
飯
鍋
な

ど
約
200
点
を
出
品
し
ま
す
。

◇
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
習

と
き　

９
月
20
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　

フ
ラ
ワ
ー
風
水
９
月
の
花

「
金
（
ｇ
ｏ
ｎ
）」
の
ア
レ
ン
ジ

定
員　

７
人

参
加
料　

５
，
０
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

◇
ビ
ー
ズ
講
習

と
き　

９
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時

内
容　

ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
リ
ン
グ
作
製

定
員　

６
人

参
加
料　

３
，
０
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

◇
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

と
き　

９
月
29
日
㈫
①
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

②
午

後
２
時
〜
４
時

内
容　
「
花
さ
し
」
ま
た
は
「
花

ふ
た
の
箱
」
作
製

定
員　

各
８
人

参
加
料　

花
さ
し
＝
２
，
２
０
０

円
、
花
ふ
た
の
箱
＝
３
，
３
０

０
円
（
材
料
費
含
む
）

と
こ
ろ　
「
活
性
化
サ
ロ
ン
一
休
」

内
「
中
山
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

新
春
特
選
深
谷
寄
席
〜
三さ

ん

遊ゆ
う

亭て
い

小こ

遊ゆ
う

三ざ

・
春

し
ゅ
ん

風ぷ
う

亭て
い

昇し
ょ
う

太た

二
人
会

１
深
谷
市
民
文
化
会
館
（
☎
573
‐

８
７
６
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

平
成
22
年
１
月
11
日
㈷
開

場
＝
午
後
１
時
30
分
、
開
演
＝

午
後
２
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

入
場
料　

Ｓ
席
＝
３
，０
０
０
円
、

Ａ
席
＝
２
，
５
０
０
円

前
売
り　

９
月
26
日
㈯
午
前
10
時

か
ら
、
深
谷
市
民
文
化
会
館
、

新
星
堂
深
谷
店
（
☎
572
‐
７

１
５
５
）、
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク

花
園
店
（
☎
574
‐
５
５
８
８
）、

八
木
橋
百
貨
店
（
☎
523
‐
１
１

１
１
）で
の
店
頭
販
売
の
ほ
か
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
全
店
（
☎
0570
‐

02
‐
９
９
９
９
・
午
前
10
時
〜
）

で
の
予
約
販
売
も
し
ま
す
。

渡わ
た

辺な
べ

美み

佐さ

子こ

一
人
芝
居

座
・
高
円
寺
「
化
粧
二
幕
」

１
虹
の
演
劇
鑑
賞
会
（
☎
573
‐
２

２
８
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

10
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮
開

演
＝
午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容　

大
衆
演
劇
の
女
座
長
の
プ

ラ
イ
ド
が
入
り
交
じ
る
楽
屋
を

舞
台
に
、
母
子
の
絆き

ず
な

が
浮
か
び

上
が
る
。
笑
い
と
涙
を
重
ね
て

魅
せ
る
井
上
ひ
さ
し
の
才
筆

入
場
料　

会
員
制
（
月
会
費
２
，

４
０
０
円
で
年
６
回
公
演
）

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

１
深
谷
保
育
園
（
☎
551
‐
６
３
３

３
）、
深
谷
西
保
育
園
（
☎
573

‐
０
０
０
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

‐
就
学
前
の
お
友
達
！
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
‐　

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
独
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
育
士
や
お
母
さ
ん
同
士
気
軽

に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

10
日
㈯

午
前
10
時
〜

８
日
㈭

午
前
10
時
〜

６
日
㈫

午
前
10
時
〜

５
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜

10
月
の
予
定

29
日
㈫

午
前
10
時
〜

28
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜

26
日
㈯

午
前
10
時
〜

24
日
㈭

午
前
10
時
〜

19
日
㈯

午
前
10
時
〜

17
日
㈭

午
前
10
時
〜

15
日
㈫

午
前
10
時
〜

14
日
㈪

午
前
10
時
〜

９
月
の
予
定

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
試
食
会
）

運
動
会
練
習

運
動
会
練
習

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

内
容

運
動
会
旗
製
作

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
試
食
会
）

運
動
会
旗
製
作

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
試
食
会
）

運
動
会
旗
製
作

運
動
会
旗
製
作

ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ッ
ク

（
英
語
・
体
育
遊
び
）

内
容

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

と
こ
ろ

深
谷
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

（
要
予
約
）

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

（
要
予
約
）

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

と
こ
ろ

☆
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
☆

と
き　

10
月
19
日
㈪
集
合
＝
午
前

９
時
15
分

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

参
加
料　

大
人
＝
３
０
０
円
、
子

ど
も
＝
２
０
０
円

２
９
月
14
日
㈪
〜
10
月
10
日
㈯
ま

で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
各

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

☆
す
く
す
く
交
流
会
実
施
中
！
☆

と
き　

毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10

時
〜
11
時
（
要
予
約
）

ン
タ
ー
へ

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
北
部
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
、商
工
振
興
課
、

商
工
会
議
所
、
各
商
工
会
に
あ

り
ま
す
。

危
険
物
準
備
講
習
会･

試
験

１
予
防
課
（
☎
571
‐
０
９
１
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◎危険物準備講習会日程表
種  別 講　習　日 会  場 費用（テキスト代含む）

乙 4類 10 月 17 日㈯
　　 18 日㈰ 産業会館 会　員　 9,700 円

非会員　10,700 円
※会員とは、深谷市危険物安全協会に加入されている
事業所および従業員のかた

◎危険物試験日程表
種　別 試　験　日 会　場 費用（郵便振り込み）

全種類 11 月 15 日㈰ 東京国際大学
（川越市）

甲種　5,000 円
乙種　3,400 円
丙種　2,700 円

２
講
習
会　

９
月
24
日
㈭
〜
10
月

９
日
㈮
ま
で
に
予
防
課
へ

２
試
験　

10
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
で

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉

県
支
部
（
〠
330
‐
0062
・
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
２
‐
13
‐
８
・

ほ
ま
れ
会
館
２
階
）
へ

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

１
熊
谷
保
健
所（
☎
523
‐
２
８
１
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

ひ
き
こ
も
り
（
精
神
疾
患

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファックス　　３＝ Eメール　　Ｃ＝ホームページ

21 20

※
水
彩
画
教
室
、
絵
手
紙
教
室
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

２
前
日
ま
で
に
開
村
日
・
水
彩
画
教

室
は
鈴す

ず

木き

さ
ん
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
・

絵
手
紙
教
室
は
木き

部べ

さ
ん
へ

※
開
村
日
以
外
は
、
留
守
番
電
話

と
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
☎
・
５
573
‐

５
１
０
２
）
で
対
応
し
ま
す
。

※
送
迎
手
段
の
な
い
か
た
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

第
33
回
埼
玉
工
業
大
学
秋
桜
祭

１
埼
玉
工
業
大
学
秋
桜
祭
実
行
委

員
会
（
☎
585
‐
６
７
５
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

10
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
午

前
10
時
〜

内
容　

ナ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ
（
公
開

生
放
送
）、
ラ
イ
ブ
、
お
も
し
ろ

実
験
教
室
、
幼
児
絵
画
展
ほ
か

埼
玉
県
巡
回
不
妊
相
談

１
２
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
（
☎

048
‐
830
‐
３
５
６
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

不
妊
に
悩
ん
で
い
る
県
内

在
住
の
か
た

と
き　

９
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
谷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー「
ハ
ー
ト
ピ
ア
」

内
容

1
講
演
会
「
不
妊
症
に
つ
い
て
」

（
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
）

講
師　

石い
し

原は
ら

理お
さ
む

氏
（
埼
玉
医
科
大

内
容　

同
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
、

お
母
さ
ん
、保
育
士
と
の
交
流
、

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
親
子
観

劇
会
・
工
作
会
）
な
ど

介
護
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

１
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・

森も
り

田た

さ
ん
（
☎
571
‐
０
７
５
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

９
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
談
話
室

内
容　

家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持

つ
人
た
ち
と
の
交
流

あ
っ
た
か
村

１
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
☎
・

５
572
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ

ん
（
☎
570
‐
１
８
７
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜

日
（
９
月
21
日
㈷
を
除
く
）、
囲

碁
ク
ラ
ブ
＝
９
月
11
日
㈮
・
25

日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
水

彩
画
教
室
＝
９
月
８
日
㈫
・
22

日
㉁
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
、絵
手
紙
教
室
＝
９
月
４
日
㈮
・

18
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人

程
度
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
・
水
彩
画

教
室
・
絵
手
紙
教
室
＝
各
先
着

10
人
程
度

参
加
料　

開
村
日
＝
利
用
者
８
０

０
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
０
０

円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
１
０
０
円

彰
す
る
も
の
で
す
。

応
募
方
法　

各
種
団
体
か
ら
の
推

薦
で
、
締
め
切
り
は
10
月
20
日
㈫

講
座

深
谷
地
区
労
働
講
座

１
商
工
振
興
課
（
☎
574
‐
６
６
５

０
・
５
574
‐
６
６
６
９
）、
県
北

部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
524

‐
１
１
１
０
・
５
524
‐
０
７
７
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

９
月
18
日
㈮
・
24
日
㈭
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
（
１
日
だ

け
の
受
講
も
可
能
）

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館

内
容　

〔
18
日
〕　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
で
仕
事
い
き
い
き
！

家
庭
ニ
コ
ニ
コ
！
」

講
師　

稲い
な

生お

豊ゆ
た
か

氏
（
㈱
改
善
屋
本

舗
取
締
役
社
長
）

〔
24
日
〕　
「
人
ご
と
で
は
な
い
！

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
！
〜
追
い
つ

め
ら
れ
た
状
態
を
ど
う
乗
り
越

え
る
か
？
」

講
師　

橋は
し

本も
と

伸の
ぶ

子こ

氏
（
㈱
イ
ン

ソ
ー
ス
）

定
員　

先
着
50
人

２
９
月
17
日
㈭
ま
で
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
付
随
し
た
申
込
書
に

記
入
の
上
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
電
話
で
、
商
工
振
興

課
ま
た
は
県
北
部
地
域
振
興
セ
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学
教
授
）

定
員　

先
着
60
人

2
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
（
午

後
１
時
〜
４
時
30
分
）

①
不
妊
治
療
専
門
医
に
よ
る
相
談

②
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

定
員　

①
・
②
と
も
先
着
７
組

参
加
料　

無
料

生
活

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

575
‐
１
１
０
１
）、
岡
部
福
祉

健
康
課
（
☎
585
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
583
‐
２

５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
584
‐
１
１
２
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
６
月
２
日
付
け
で
、

新
し
い
「
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
」
が
定
期
予
防
接
種

の
１
期
初
回
と
し
て
供
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
十
分
な
数
の
ワ

ク
チ
ン
が
供
給
で
き
な
い
こ
と
や

安
全
性
に
関
す
る
確
認
が
十
分
蓄

積
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
も
積
極
的
な
接

種
勧
奨
は
差
し
控
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
渡
航

や
日
本
脳
炎
に
感
染
す
る
危
険
性

が
高
い
環
境
に
身
を
置
く
な
ど
、

日
本
脳
炎
の
接
種
を
希
望
す
る
場

合
は
、
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
る
影
響
に
よ
り
、

接
種
機
会
を
逃
し
た
お
子
さ
ん
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
が

検
討
し
て
い
ま
す
。
対
応
は
平
成

22
年
度
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

2
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

対
象　

子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以

上
、乳
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
＝
40
歳

以
上
（
い
ず
れ
も
女
性
）

と
き
・
と
こ
ろ

岡
部
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
10
月
７
日

㈬
・
８
日
㈭
・
21
日
㈬
・
22
日

㈭
、
11
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮

川
本
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
10
月
９
日

㈮
・
13
日
㈫
・
14
日
㈬
・
19
日

㈪
・
20
日
㈫

花
園
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
10
月
26
日

㈪
・
28
日
㈬
、
11
月
２
日
㈪
・

５
日
㈭
・
６
日
㈮

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
＝
９
月
17
日

㈭
・
24
日
㈭
・
25
日
㈮
・
28
日
㈪

〜
30
日
㈬
、
10
月
１
日
㈭
・
２
日

㈮
・
５
日
㈪
、
11
月
４
日
㈬
・
９

日
㈪
〜
11
日
㈬
・
17
日
㈫
・
24
日

㈫
・
25
日
㈬
・
30
日
㈪
、
12
月
２

日
㈬
・
４
日
㈮
・
７
日
㈪
・
８
日

㈫
・
11
日
㈮
・
18
日
㈮
・
21
日
㈪
・

22
日
㈫
・
24
日
㈭
・
25
日
㈮
、
平

成
22
年
１
月
６
日
㈬
・
８
日
㈮
・

22
日
㈮
・
29
日
㈮

※
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
で
行
う
11

月
４
日
㈬
・
25
日
㈬
、
12
月
７

日
㈪
の
検
診
時
に
は
、
お
子
さ

ん
の
保
育
を
行
い
ま
す
。
保
育

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
深
谷

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
（
各
日
先
着
20
人
・

年
齢
３
歳
未
満
）。

２
受
診
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
深

谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

3
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

　

８
月
下
旬
に
、
子
宮
（
頸け

い

部
）

が
ん
・
乳
が
ん
の
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
が
ん
検
診

手
帳
を
、
対
象
者
に
発
送
し
ま
し

た
。
同
封
の
通
知
を
確
認
し
、
ご

希
望
の
検
診
機
関
へ
お
申
し
込
み

の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

左
表
の
生
年
月
日
に
該
当

し
、平
成
21
年
６
月
30
日
現
在
、

市
内
在
住
の
か
た

子宮（頸部）がん検診 /年齢・生年月日
20 歳 昭和 63 年 4月 2日～平成元年 4月 1日
25 歳 昭和 58 年 4月 2日～昭和 59 年 4月 1日
30 歳 昭和 53 年 4月 2日～昭和 54 年 4月 1日
35 歳 昭和 48 年 4月 2日～昭和 49 年 4月 1日
40 歳 昭和 43 年 4月 2日～昭和 44 年 4月 1日

乳がん検診 /年齢・生年月日
40 歳 昭和 43 年 4月 2日～昭和 44 年 4月 1日
45 歳 昭和 38 年 4月 2日～昭和 39 年 4月 1日
50 歳 昭和 33 年 4月 2日～昭和 34 年 4月 1日
55 歳 昭和 28 年 4月 2日～昭和 29 年 4月 1日
60 歳 昭和 23 年 4月 2日～昭和 24 年 4月 1日

※
平
成
21
年
７
月
１
日
以
降
、
深

谷
市
に
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
障
害
福
祉
課
（
☎
571
‐
１
０
１

１
）、
岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎

585
‐
２
２
１
４
）、
川
本
福
祉

健
康
課
（
☎
583
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
584
‐
１

１
２
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1
自
動
車
燃
料
費
補
助
金
申
請

対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
①
・
②

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
本
人
名
義
の
車
ま
た
は
バ
イ
ク

を
運
転
す
る
か
た
で
、
次
の
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

 
・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
18
歳
未
満
の
場
合
は
、
家
族
名

義
の
車
な
ど
に
よ
る
通
園
、
通

学
な
ど
の
送
迎
を
受
け
て
い
る

か
た

②
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
の
か
た

で
、
家
族
名
義
の
車
ま
た
は
バ

イ
ク
と
運
転
免
許
証
が
あ
り
、

通
園
、
通
学
な
ど
の
送
迎
を
受

け
て
い
る
か
た

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
と

平
成
21
年
４
月
〜
９
月
分
の
燃

料
費
の
領
収
書

※
初
め
て
認
定
を
受
け
る
か
た

は
、
運
転
免
許
証
と
車
ま
た
は

バ
イ
ク
の
車
検
証
が
必
要
で
す

（
認
定
を
受
け
た
月
の
燃
料
費

か
ら
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
）。

補
助
金
額　

１
ℓ
に
つ
き
50
円

補
助
金
月
額
上
限　

自
動
車
＝

１
，
２
５
０
円
、
バ
イ
ク
＝
２

５
０
円

※
自
動
車
と
バ
イ
ク
の
重
複
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
券
と
の
選
択
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

2
難
病
患
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

対
象　

市
内
在
住
で
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
か
た

①
管
轄
の
保
健
所
で
申
請
・
承
認

さ
れ
た
埼
玉
県
特
定
疾
患
受
給

者
証
、
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定

疾
患
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た

②
特
定
疾
患
で
受
診
し
た
医
療
費

の
自
己
負
担
金
が
あ
る
か
た

※
た
だ
し
、
重
度
医
療
、
こ
ど
も

医
療
お
よ
び
ひ
と
り
親
医
療
な

ど
、
ほ
か
の
公
的
医
療
費
補
助

を
受
給
し
て
い
る
か
た
を
除
く

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
埼
玉

県
特
定
疾
患
受
給
者
証
（
ま
た

は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
受
給
者

証
）
②
平
成
21
年
４
月
〜
９
月

診
療
分
の
医
療
費
の
領
収
書　

③
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
振

込
先
を
変
更
す
る
場
合
）

※
初
め
て
登
録
を
受
け
る
か
た

は
、
埼
玉
県
特
定
疾
患
受
給
者

証
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾

患
受
給
者
証
）
と
本
人
名
義
の

預
金
通
帳
が
必
要
で
す
。

助
成
額　

埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療

費
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾

患
医
療
費
）
の
一
部
自
己
負
担

金
の
合
計
額
と
年
限
度
額
３
万

円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

3
自
立
支
援
医
療
（
精
神
障
害
者
通
院

医
療
費
）
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象　

市
内
在
住
で
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
（
精
神
通
院
）
を

お
持
ち
の
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
か
た

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
平
成

21
年
４
月
〜
９
月
分
の
医
療
費

（
受
給
者
証
に
記
載
し
て
あ
る

指
定
医
療
機
関
に
お
け
る
）
の

領
収
書　

②
自
己
負
担
上
限
額

管
理
票　

③
申
請
書　

④
本
人

名
義
の
預
金
通
帳　

⑤
自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
（
申
請
中
の

か
た
は
申
請
者
控
え
）

助
成
額　

月
額
自
己
負
担
上
限
額

ま
た
は
各
月
ご
と
の
支
払
額
の

う
ち
、
少
な
い
方
の
額
の
半
額

２
10
月
15
日
㈭
ま
で
に
、
障
害
福

祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課
へ

高
齢
者
介
護
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

１
長
寿
福
祉
課
（
☎
574
‐
６
６
４

５
）、
岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎

585
‐
２
２
１
４
）、
川
本
福
祉

健
康
課
（
☎
583
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
584
‐
１

１
２
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、

月
の
20
日
以
上
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
同
居
の
親
族
の
か
た

申
請　

４
月
と
10
月
の
年
２
回
で

す
。
10
月
は
、
４
月
〜
９
月
ま

で
の
手
当
の
申
請
月
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
長
寿
福
祉
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

に
あ
り
ま
す
。

支
給
金
額　
月
額
１
０
，
０
０
０
円

申
請
期
間　
10
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮

申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
か
た
の
介
護
保
険
被
保
険

者
証

②
介
護
し
て
い
る
同
居
の
親
族
の

か
た
の
預
金
通
帳
（
振
込
先
を

変
更
す
る
場
合
）

③
入
院
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
が

分
か
る
も
の

※
入
院
の
場
合
は
、
領
収
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

１
定
額
給
付
金
（
政
策
推
進
課
・

☎
570
‐
４
１
９
２
）、
子
育
て

応
援
特
別
手
当
（
児
童
課
・
☎

574
‐
６
６
４
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
「
定
額
給
付
金
」、「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
」
を
受
給
す
る
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
期
限
は
９
月
30
日
㈬
（
郵

送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

で
す
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
か
た

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口　

定
額
給
付
金
＝
政
策

推
進
課（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）、

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファックス　　３＝ Eメール　　Ｃ＝ホームページ

23 22

赴
き
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
や
、

家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。

対
象　

県
の
定
め
た
区
域
で
浄
化

槽
を
お
使
い
の
ご
家
庭

訪
問
時
期　

９
月
〜
平
成
22
年
２

月
ご
ろ
ま
で

※
浄
化
槽
普
及
啓
発
員
は
、
県
が

委
託
し
た
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協

会
の
職
員
で
、「
浄
化
槽
普
及

啓
発
員
」
の
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

深
谷
カ
ッ
プ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

１
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
松ま

つ

本も
と

さ
ん

（
☎
090
‐
１
０
４
７
‐
７
９
３
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

15
歳
以
上
の
市
内
在

住
か
在
勤
・
在
学
者
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
、
審
判
が
で
き

る
か
た
が
い
る
こ
と
（
資
格
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

と
き　

10
月
25
日
㈰
受
付
＝
午
前

８
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
フ
ッ
ト
サ
ル
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
（
上
柴
町
東
３
‐
13
‐

16
・
☎
578
‐
６
６
２
５
）

募
集
チ
ー
ム　

先
着
16
チ
ー
ム

参
加
料　

１
チ
ー
ム
＝
６
，
０
０

０
円（
保
険
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

２
９
月
14
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈷
ま

で
に
、
深
谷
フ
ッ
ト
サ
ル
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
へ

子
育
て
応
援
特
別
手
当
＝
児
童

課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
る
被

害
者
等
に
対
す
る
特
例
給
付
金

１
人
権
政
策
課（
☎
574
‐
６
６
４
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

か
ら
逃
れ
、
居
所
を
隠
し
て
生
活

し
て
い
る
た
め
、
定
額
給
付
金
ま

た
は
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
を

対
象
に
、相
当
額
を
給
付
し
ま
す
。

給
付
対
象

①
平
成
21
年
２
月
１
日（
基
準
日
）

現
在
で
、
市
内
に
居
住
し
て
い

た
が
、
住
民
登
録
が
で
き
な
い

被
害
者
と
そ
の
同
居
す
る
家
族

②
基
準
日
に
お
い
て
、
深
谷
市
に

住
民
登
録
は
あ
る
が
、
登
録
地

以
外
に
居
住
し
て
い
る
被
害
者

と
そ
の
同
居
す
る
家
族

申
請
期
限　

10
月
30
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で

申
請
方
法　

被
害
に
関
す
る
公
的

機
関
の
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

１
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
（
☎
533

‐
４
７
０
０
）、県
水
環
境
課（
☎

048
‐
830
‐
３
０
８
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
の

た
め
、
浄
化
槽
を
お
使
い
の
ご
家

庭
に
「
浄
化
槽
普
及
啓
発
員
」
が

とき 受付時間 ところ
 9 月 8  日㈫ 午後 2時～ 3時 15 分 幡羅生涯学習センター・幡羅公民館
 9 月 11 日㈮ 午後 3時 30 分～ 4時 15 分 川本公民館ホール
 9 月 15 日㈫ 午後 1時 30 分～ 2時 15 分 藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
 9 月 15 日㈫ 午後 3時～ 3時 45 分 南公民館
 9 月 17 日㈭ 午後 1時 30 分～ 2時 15 分 老人福祉センター福寿荘
 9 月 17 日㈭ 午後 3時～ 3時 45 分 大寄公民館
 9 月 18 日㈮ 午前 11 時 30 分～午後 3時 15 分 岡部勤労福祉センター
10 月 14 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 15 分 花園保健センター
10 月 15 日㈭ 午前 9時 30 分～ 10 時 15 分 深谷上柴ショッピングセンター店頭

平面駐車場
10 月 24 日㈯ 午前 10 時～正午

総合体育館
（深谷ビッグタートル）

午後 1時～ 2時 30 分
10 月 25 日㈰ 午前 10 時～正午

午後 1時～ 2時 30 分
10 月 28 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 15 分 市役所本庁舎（正面玄関）
10 月 30 日㈮ 午後 1時 30 分～ 2時 15 分 豊里公民館
10 月 30 日㈮ 午後 3時～ 3時 45 分 渋沢栄一記念館

対象　65 歳以上（平成 22 年３月 31 日現在）で、半年
以上胸部レントゲン間接撮影を受けていないかた

費用　無料
２お近くの会場に直接お越しください。
※着脱しやすい服装でお越しください。ネックレスなど
の撮影の障害となる物は、身に付けないでください。

結核検診結核検診　１深谷市保健センター（☎ 575‐1101）
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市
民
太
極
拳
大
会

１
市
武
術
太
極
拳
連
盟
・
中な

か

村む
ら

さ

ん
（
☎
572
‐
２
９
１
４
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

市
内
在
住
か
在
勤
者

お
よ
び
連
盟
登
録
者

と
き　

10
月
11
日
㈰
受
付
＝
午
前

11
時
30
分　

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目　
【
競
技
の
部
】〈
個
人
お
よ

び
団
体
戦
・
１
人
２
種
目
ま
で
〉

①
簡
化
24
式
太
極
拳　

②
32
式

太
極
剣
【
交
流
の
部
】〈
個
人

ま
た
は
団
体
で
演
武
・
拳
式
自

由
・
審
査
な
し
〉

※
団
体
戦
は
、
１
チ
ー
ム
５
人
〜

10
人
で
編
成
し
、
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
料　

１
人
＝
５
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

２
９
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

市
民
少
林
寺
拳
法
大
会

１
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
吉よ

し

野の

さ

ん
（
☎
573
‐
１
７
９
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

市
内
在
住
か
在
勤
・

在
学
者
お
よ
び
連
盟
登
録
者

と
き　

10
月
11
日
㈰
集
合
＝
午
前

８
時
15
分

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目　
【
形
】
一
般
有
段
者
の
部
、

一
般
級
拳
士
の
部
、
女
子
有
段

者
の
部
、
女
子
級
拳
士
の
部
、

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
（
45
歳

以
上
武
階
不
問
）、
小
中
学
生
有

段
者
の
部
、
小
中
学
生
１
〜
３

級
の
部
、
小
学
生
４
〜
６
級
の

部
、小
学
生
７
級
以
下
の
部
【
組

演
武
】形
の
区
分
と
同
じ【
団
体
】

少
年
団
体
の
部
（
６
人
〜
８
人
）

※
三
人
掛
は
、
不
可
と
し
ま
す
。

※
男
女
の
組
み
合
わ
せ
は
、
一
般

の
部
に
出
場
と
な
り
ま
す
。

※
女
子
の
部
は
、
高
校
生
以
上
と

し
ま
す
。

参
加
料　

１
人
＝
１
，
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

２
９
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

１
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん
（
☎
571
‐
２
５
０
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

高
校
生
以
上
の
市
内

在
住
か
在
勤
・
在
学
者
お
よ
び

連
盟
登
録
者

と
き　

10
月
11
日
㈰
受
付
＝
午
前

８
時

と
こ
ろ　

常
盤
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ほ
か

種
目　

男
女
各
１
部
（
上
級
）、

２
部
（
中
級
）、
３
部
（
初
級
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
＝
１
，
５
０

０
円
（
保
険
料
含
む
）

２
10
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
保
護

者
ま
た
は
顧
問
の
先
生
の
承
諾

印
が
必
要
で
す
。

市
民
弓
道
大
会

１
市
弓
道
連
盟
・
石い

し

井い

さ
ん
（
☎

572
‐
６
０
１
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

市
内
在
住
か
在
勤
・

在
学
者

と
き　

10
月
12
日
㈷
受
付
＝
高
校

生
の
部
は
午
前
８
時
30
分
、
一

般
の
部
は
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
【
近
的
個
人
戦
】
①
高
校
生

の
部　

②
一
般
の
部

※
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別

参
加
料　

２
０
０
円
（
保
険
料
含

む
・
当
日
集
金
し
ま
す
）

２
10
月
11
日
㈰
ま
で
に
、
電
話
で

石
井
さ
ん
へ

深
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

１
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
573
‐
９

２
８
０
・
５
574
‐
５
８
６
１
・

〠
366
‐
0823
・
本
住
町
17
‐
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
か

在
勤
・
在
学
の
か
た
で
、
地
域

で
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
か
た
、
ま
た
は
こ
れ
か

ら
指
導
者
を
目
指
そ
う
と
す
る

か
た
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
あ

る
か
た
で
、
原
則
全
５
回
受
講

可
能
な
か
た

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館　

定
員　

先
着
50
人

参
加
料　

無
料

とき 内　　容 講　　師
10 月 24 日㈯
午後２時～４時

第 1回　≪講義≫
スポーツ指導者におけるリーダーシップ論

木
こ

幡
わた

日
ひ で お

出男氏（東京成徳大学応用心理
学部健康・スポーツ心理学科教授）

10 月 31 日㈯
午後２時～４時

第 2回　≪講義≫
現場で活かす実践スポーツ栄養学～食事で
引き出す！選手のパフォーマンス～

佐
さ

藤
とう

美
み

恭
ゆき

氏（㈱クレーマージャパンス
ポーツ整形塾管理栄養士）　

11 月  ７日㈯
午後２時～４時

第 3回　≪講義≫
スポーツに必要な医学的知識～内科的疾
患・整形外科的疾患とその予防法～

黒
くろ

屋
や

信
のぶたか

隆氏（くろや整形外科医院院長）
浅
あさ

田
だ

浩
ひろゆき

之氏（上柴クリニック院長）

11 月 14 日㈯
午後２時～４時

第 4回　≪講義≫
スポーツ生理学の基礎知識～運動のための
エネルギー供給とスポーツについて～

玉
たま

木
き

啓
けいいち

一氏（武蔵丘短期大学健康生活
学科健康スポーツ専攻准教授）

11 月 21 日㈯
午後２時～４時

第 5回　≪講義・実技≫
コーディネーショントレーニング～自分の身体
を巧みに動かす能力を身につける～

小
お だ

田俊
しゅん

一
いち

氏（NPO 法人日本コーディ
ネーショントレーニング協会公認講師）

２
10
月
９
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

秋
期
水
泳
教
室

１
市
水
泳
連
盟
・
須す

藤ど
う

さ
ん
（
☎

573
‐
８
３
０
３
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

と
き　

10
月
７
日
〜
21
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
（
全
３
回
）
午
後

７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

パ
テ
ィ
オ

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

２
，
５
０
０
円
（
保
険

料
・
入
場
料
含
む
）

２
９
月
７
日
㈪
〜
10
月
２
日
㈮

ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
パ

テ
ィ
オ
へ

弓
道
教
室

１
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
☎
572

‐
３
０
０
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

18
歳
以
上
の
か
た
（
高
校

生
を
除
く
）

と
き　

10
月
20
日
〜
12
月
４
日
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
（
た
だ

し
、
11
月
３
日
・
24
日
を
除
く

全
12
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

３
，
５
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

２
10
月
18
日
㈰
ま
で
に
、
直
接
深

谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
へ

市
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

１
市
陸
上
競
技
協
会
・
北き

た

本も
と

さ
ん

（
☎
571
‐
７
２
８
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
市

内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者

と
き　

10
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬
午

後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　
仙
元
山
公
園
陸
上
競
技
場

定
員　

先
着
１
０
０
人

参
加
料　

１
人
＝
３
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

２
９
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
保
護

者
の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

筑
波
山
ハ
イ
キ
ン
グ

１
市
歩
け
歩
け
協
会
・
増ま

す

野の

さ
ん

（
☎
090
‐
４
６
１
６
‐
６
４
６
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

と
き　

10
月
18
日
㈰
集
合
＝
午
前

６
時
に
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
前
（
雨
天

決
行
）、
午
後
５
時
30
分
深
谷

到
着
予
定　

定
員　

先
着
90
人

参
加
料　

一
般
＝
４
，０
０
０
円
、

会
員
＝
３
，
５
０
０
円
（
保
険

料
ほ
か
）

２
９
月
14
日
㈪
の
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
ま
で
に
、
深
谷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

１
市
山
岳
連
盟
・
島し

ま

田だ

さ
ん
（
☎

572
‐
６
４
４
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

か
在
勤
・
在
学
者
（
小
学
生
が

参
加
す
る
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

と
き　

10
月
18
日
㈰
集
合
＝
午

前
５
時
に
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

25 24戸田競艇開催日のお知らせ 　埼玉県都市競艇組合が主催する戸田競艇の収益金は深谷市の
貴重な財源になっています。

① 9月 1日㈫ ～ 6 日㈰　　　② 18 日㈮ ～ 23 日㈷　　　③ 26 日㈯ ～ 29 日㈫　　　

タ
ー
・
深
谷
公
民
館（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

茶ち
ゃ

臼う
す

岳だ
け

（
栃
木
県
）

※
歩
行
予
定
時
間
＝
約
３
時
間
20
分

定
員　

先
着
40
人

参
加
料　

７
，
０
０
０
円
（
保
険

料
・
交
通
費
含
む
）

２
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

【
山
岳
連
盟
活
動
報
告
写
真
展
】

と
き　

10
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈷
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
展

示
室

そ
の
他

９
月
20
日
〜
26
日
は
「
動

物
愛
護
週
間
」
で
す

１
く
ら
し
い
き
い
き
課
（
☎
574
‐

６
６
３
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

県
内
で
は
、
毎
年
約
８
，
０
０
０

匹
の
犬
や
猫
が
殺
処
分
さ
れ
、
そ

の
う
ち
約
２
，
５
０
０
匹
は
飼
い
主

か
ら
引
き
取
ら
れ
た
も
の
で
す
。
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
悩
む
前
に
、
ペ
ッ

ト
の
不
妊
手
術
も
動
物
の
命
へ
の

愛
情
で
す
。
何
が
あ
っ
て
も
最
後
ま

で
飼
い
続
け
る
覚
悟
が
持
て
な
い

の
な
ら
飼
わ
な
い
こ
と
も
立
派
な

動
物
愛
護
で
す
。
人
間
の
都
合
で
奪

わ
れ
る
不
幸
な
命
を
な
く
す
た
め

に
、
も
う
一
度
動
物
と
の
付
き
合
い

方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

１
商
工
振
興
課（
☎
574
‐
６
６
５
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業

資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

中小企業近代化
経営資金 3,000 万円 1.80% 運転資金　10 年

設備資金　12 年 0.45 ～ 1.59％

小口資金 1,250 万円 1.95% 運転資金　6年
設備資金　8年 0.45 ～ 1.59％

特別小口資金 1,250 万円 1.95% 運転資金　6年
設備資金　8年 0.80%

中小企業緊急
運転資金 300 万円 1.625% 運転資金　1年 0.45 ～ 1.59％

※各制度とも埼玉県信用保証協会の保証を付すことが条件となります。

寄
付

７
月
の
善
意

１
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
573
‐

６
５
６
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
７
月

の
寄
付
金
は
、
10
件
で
２
２
４
，

５
９
６
円
で
し
た
。

「
深
谷
シ
ネ
マ
」

「
深
谷
シ
ネ
マ
」

〜
９
月
の
ご
案
内
〜

定
期
上
映
時
間

　

①
午
前
10
時
30
分
〜

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

　

③
午
後
４
時
30
分
〜

　

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，
２
０
０
円

１
NPO
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ(

☎

551
‐
４
５
９
２
・
Ｃhttp

://
fukayacine

m
a.jp
/)

◆
洋
画
作
品
２
本
立
て
!

　
　
　
　

２
本
で
、
１
，
０
０
０
円

「
チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ
」 

（
米
・
142
分
）

と
き　

９
月
27
日
㈰
〜
29
日
㈫
①
③

の
１
日
２
回
上
映
、
９
月
30
日
㈬

〜
10
月
３
日
㈯
②
④
の
１
日
２
回

上
映

内
容　

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
が
描

く
感
動
作

「
レ
ッ
ド
ク
リ
フ

」 

（
144
分
）

と
き　

９
月
27
日
㈰
〜
29
日
㈫
②
④

の
１
日
２
回
上
映
、
９
月
30
日
㈬

〜
10
月
３
日
㈯
①
③
の
１
日
２
回

上
映

内
容　

ア
ジ
ア
映
画
と
し
て
最
大
の

ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
話
題
作

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。

予
告
な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

「
60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」 

（
129
分
）

と
き　

９
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
①
②

③
の
１
日
３
回
上
映

内
容　

夫
婦
の
在
り
方
を
描
い
た
感

動
作

※
④
の
回
は
「
不
確
か
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
」（
忌い

ま
わ

野の

清き
よ

志し

郎ろ
う

追
悼
上

映
）
を
上
映
し
ま
す
。

「
60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

（
日
本
語
字
幕
版
）

と
き　

９
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
①
②

④
の
１
日
３
回
上
映

※
③
の
回
は
「
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
の

真
実
」
を
上
映
し
ま
す
。

◆
邦
画
作
品
２
本
立
て
!

　
　
　
　

２
本
で
、
１
，
０
０
０
円

「
ハ
ゲ
タ
カ
」 

（
134
分
）

と
き　

９
月
20
日
㈰
〜
22
日
㉁
①
③

の
１
日
２
回
上
映
、
９
月
23
日
㈷

〜
26
日
㈯
②
④
の
１
日
２
回
上
映

内
容　

企
業
買
収
を
テ
ー
マ
に
し
た

話
題
作

「
余
命
１
か
月
の
花
嫁
」 

（
129
分
）

と
き　

９
月
20
日
㈰
〜
22
日
㉁
②
④

の
１
日
２
回
上
映
、
９
月
23
日
㈷

〜
26
日
㈯
①
③
の
１
日
２
回
上
映

内
容　

乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
長な

が

島し
ま

知ち

恵え

さ
ん
の
実
話
を
映
画
化
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障
害
者
の
気
持
ち幡

羅
中
学
校
２
年

大お
お
の野　

裕ゆ

り

か
里
佳

「いま世界には約 63 億人の人間がい
ます。それを 100 人の村に縮めたら
どうなるでしょう。」の問い掛けから
始まるこの本。あなたの「世界を見
る目」を開いてくれるでしょう。

『世界がもし100人の村だったら』
池
いけだ

田　香
か よ こ

代子

　世界には、六十三億人の人がいますが、それを百
人の村に縮めると、違う世界が見えてきます。色々
な人がいるこの村では、人種の違い、貧富の差、自
分と違う人を理解し、受け入れることが大切だそう
です。
　僕も、この本のように自分以外の人を認め、理解
して生活していきたいです。誰もが、このようにで
きれば戦争をせずに平和な世界になると思います。
そして、この本を通して、自分が幸せであることに
気づくことができました。

さ
　ん深谷中学校 2年　森

もりた

田 拓
たく や

也みんなみんなのの
感
想

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。

　
私
は
、
町
中
な
ど
で
障
害
の
あ
る
方
を
み
か
け

る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
見
て
、

「
か
わ
い
そ
う
だ
な
。
で
も
、
自
分
は
な
ん
で
も

な
い
か
ら
よ
か
っ
た
。」

と
よ
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
大
き
く

な
っ
て
、
自
分
も
障
害
者
と
い
う
立
場
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、そ
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
る
の
は
、

き
っ
と
、
い
や
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
私
は
障

害
者
で
は
な
い
の
で
、
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
、

「
ど
う
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
と
、
障
害
の
な
い

人
を
く
ら
べ
て
、
安
心
す
る
の
？
今
は
、
障
害
が

あ
っ
て
も
、
前
は
、
ふ
つ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
の

に
ど
う
し
て
、
く
ら
べ
る
の
？
」
と
、
き
っ
と
考

え
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
人
間
ど
う
し
な
の
に
、

人
は
自
分
よ
り
弱
い
人
を
見
る
と
、
自
分
は
な
ん

で
も
な
く
て
よ
か
っ
た
と
、
人
と
人
を
く
ら
べ
、

安
心
し
ま
す
。
い
く
ら
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
そ

の
言
葉
は
、
と
っ
さ
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
私

だ
っ
て
、そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
障
害
の
あ
る
人
は
、
自
分
な
り
に
、
自
分

だ
け
の
や
り
方
で
、
周
り
の
人
が
ど
ん
な
ふ
う
に

思
っ
て
い
て
も
、
楽
し
く
生
活
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
一
学
期
、
人
権
の
勉
強
と
し
て
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
塚
本
さ
ん
の
話
で
は
、

「
私
の
生
活
は
、ふ
つ
う
の
人
と
変
わ
ら
な
い
よ
。」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。
障
害

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
に
元
気
で
、
生

き
生
き
し
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
障
害
が
あ
っ

て
も
楽
し
く
暮
ら
す
生
き
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
障
害
の
あ
る
人
は
、

「
障
害
が
な
い
人
は
い
い
な
。」

と
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
障
害
を
乗
り
こ
え
て
そ
れ
で
も
、
前
向

き
に
考
え
ら
れ
る
人
は
、
た
と
え
障
害
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
強
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
障
害

者
だ
か
ら
っ
て
、
弱
く
見
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
は
、
だ
れ
よ
り
も
つ
ら
く
、
苦

し
い
経
験
を
し
て
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
た
結
果
、

健
常
者
の
人
た
ち
よ
り
強
い
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
、

人
と
人
と
を
く
ら
べ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
障
害
者
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
周
り
に
い
る
友
達
な
ど
に
も
、
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
て
話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
う
い
う
言
葉
を
言
っ
た
ら
、
相
手
は
、

傷
つ
く
だ
ろ
う
と
か
、
こ
う
い
う
言
葉
を
言
え

ば
、相
手
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
か
を
考
え
る
こ
と
は
、

「
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
は
、ふ
ざ
け
て
言
っ
た
言
葉
も
、相
手
に
と
っ

て
は
、
胸
に
つ
き
さ
さ
る
ほ
ど
、
い
や
な
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
話
す
と
き
は
、
ま
ず
人
が
ど

う
い
う
気
持
ち
に
な
る
か
を
考
え
て
み
る
の
が

い
い
と
思
い
ま
す
。み
ん
な
一
人
一
人
、心
を
持
っ

て
い
る
し
、
一
人
一
人
感
じ
方
も
ち
が
い
ま
す
。

人
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
考
え
れ
ば
、
友
達
と

も
仲
良
く
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

『
ま
ず
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
』

と
い
う
言
葉
を
忘
れ
ず
に
、
少
し
で
も
人
権
の

こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
で
す
。

　毎日朝早くから、夜おそくまでお仕事ご苦労
様です。
　私は、十一才になりました。私の名前にちな
んで「あんず」の木を私が生まれた時に、庭に
植えてくれたお父さん。今ではその木も私の身
長より、高くなり、毎年大きな実がなります。
　いろんなことがあった十一年間でしたが、「あ
んず」の木にまけないように、がんばろうと思
います。「おとうさん」これからも、よろしくお
願いします。
　いつも、ありがとう、お父さん。

優秀賞
　小学校高学年の部

おとうさんへ
岡部西小学校 5年
（現6年）

豊
とよ

　田
た

　杏
あ

　優
や

 さん

格
闘
の
フ
ォ
ル
ム
に
魅
せ
ら
れ
て

夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

藤
ふじわら

原　敬
け い す け

典 さ
ん

力
の
限
り
を
尽
く
す
格
闘
家
た
ち
が

い
た
。
こ
れ
だ
と
思
っ
た
。

あ
り
の
右
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド

が
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
し
て
相

手
が
後
退
。
好
機
を
逃
さ
ず
左
右
の

フ
ッ
ク
で
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
せ
勝
負

を
決
め
た
。
総
合
格
闘
技
界
の
新
星

zst　
（
ゼ
ス
ト
）
初
の
バ
ン
タ
ム
級
王

者
誕
生
の
瞬
間
だ
。　

　　

常
に
コ
ー
チ
が
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
一
時
期
は
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
も
な

い
環
境
で
練
習
を
し
た
。
環
境
は
関

係
な
く
、
自
分
で
考
え
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
と
痛
感
し
て
い
る
。　

　

将
来
は
深
谷
に
格
闘
技
の
道
場
を

設
立
し
た
い
。
格
闘
技
を
通
じ
て
痛

み
を
知
り
、
痛
み
の
わ
か
る
人
が
増

え
て
欲
し
い
と
願
う
。
そ
れ
が
「
温

か
さ
」
の
礎
に
な
る
の
だ
か
ら
。

い
に
は
小
学
生
の
頃
は
余
り

興
味
が
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
で
も
、
む
し
ろ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
フ
ォ
ル
ム
に
関
心
を
持
っ

た
。
勿
論
ス
ポ
ー
ツ
も
得
意
で
、
幡

羅
中
で
は
バ
レ
ー
部
、
本
庄
高
校
に

進
学
し
て
か
ら
は
体
操
部
に
入
部
し

た
が
、
将
来
を
ス
ポ
ー
ツ
に
賭
け
る

考
え
は
な
か
っ
た
。 　

　

卒
業
後
、
プ
ロ
の
造
形
家
を
目
指

し
、
美
術
専
門
の
学
校
に
入
学
し
た
。

学
内
で
メ
キ
メ
キ
頭
角
を
現
し
、
テ

レ
ビ
や
映
画
撮
影
用
の
特
殊
造
形
を

制
作
す
る
会
社
に
職
を
得
た
。

　

造
形
に
自
身
を
投
影
し
て
い
た

が
、
プ
ロ
に
な
る
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

最
も
過
酷
と
い
わ
れ
る
総
合
格
闘
技

の
世
界
で
は
、
相
手
へ
の
感
情
移
入

は
時
と
し
て
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
頂
点
を
極

め
た
青
年
が
い
る
。

zst
バ
ン
タ
ム
級
王
者　

藤
原　

敬
典

強
さ
の
基
に
な
る
、
そ
の
何
倍
も
の

温
か
さ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

闘
技
は
、
技
と
技
の
ぶ
つ
か

り
合
い
で
あ
り
、
練
習
で
身

に
つ
け
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
如
何
に
発

揮
で
き
る
か
を
競
う
も
の
だ
。
そ
れ

は
相
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と
も
関
係
は

な
い
。
そ
れ
故
に
格
闘
技
の
中
で
も

の
意
図
が
第
一
だ
。
い
つ
し
か
、
自

分
自
身
を
如
何
に
表
現
す
る
術す

べ

が
あ

る
か
模
索
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
友
達
に
誘
わ

れ
、
総
合
格
闘
技
の
道
場
を
目
に
し

た
。
初
め
て
見
た
プ
ロ
の
リ
ン
グ
に

は
、
全
身
を
使
い
、
技
を
駆
使
し
、

力
の
限
り
を
尽
く
す

温
か
さ
の
礎

技技

総
合
格
闘
技

闘闘

格格

藤原自身が作ったリング用
のマスク。今も造形会社に勤
め日々制作に携わっている。
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漢
字
で
書
く
と
「
金
木
犀
」。
中
国
南
部

原
産
で
江
戸
時
代
に
渡
来
。
漢
名
は
丹
桂
だ

が
、
桂
花
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

甘
め
の
強
い
香
り
が
特
徴
で
、
ト
イ
レ
の

芳
香
剤
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

中
国
で
は
酒
や
花
茶
に
利
用
し
た
り
、
卵
料

理
を
花
に
見
立
て
た
り
す
る
。

☀暑さの中、地域の皆さんと
　一緒に花壇を作りました☀

とき　9月 26 日㈯①午前 10 時～ 11 時 30 分　②午前 11 時 30 分～午後 1時
ところ　ふかや緑の王国　定員　各先着 10 人
参加料　500 円
申し込み　9 月 10 日㈭～ 18 日㈮までに、ふかや緑の王国
（ガーデンシティふかや推進室・☎ 551 － 5551）へ

ふかや緑の王国産の野菜をトッピングして楽しめます！
本格ピザ窯で焼くため、おいしいと大好評です。

花が好きなかた　すべてが花仲間です
深谷オープンガーデン花仲間

音
楽
と
緑
や
花
を
愛
す
る
人
々
が
、
ふ
か
や
緑
の
王
国
に
集
い
、
音
楽
と
自

然
を
、王
国
の
鳥
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
む
「
森
の
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

森
の
音
楽
祭
で
は
、
出
演
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
森
の
中
で
の

演
奏
の
た
め
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
（
生
音
）
に
限
り
ま
す
が
、ジ
ャ

ン
ル
は
不
問
で
、ア
カ
ペ
ラ
、コ
ー

ラ
ス
、
草
笛
、
指
笛
な
ど
の
演
奏

も
大
歓
迎
で
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
公
民
館

に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

10
月
18
日

㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
か
や

緑
の
王
国
内
特

設
ス
テ
ー
ジ

申
し
込
み　

９

月
30
日
㈬
ま
で

に
、
ふ
か
や
緑

の
王
国
へ

　

ふ
か
や
緑
の
王
国
で
は
、
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。

　あなたも開拓ボラン
ティアに登録し、活動に
参加しませんか。全体活
動日のほか、自由に王国
に来て、仲間と計画を立
て、楽しむことができま

す。一度足を運んでみてください。
問い合わせ　ふかや緑の王国（☎ 551 － 5551）へ

　5・6 年生と先生、PTA や地域のボランティ
アが皆で力を合わせ、南門前に「深西」マーク

入りのおしゃれなオ
リジナルガーデンを
作りました。見に来
てください。

　英国の著名なガーデナーの考えを基にした、
すてきなガーデンがふかや緑の王国に完成しま
した。宿根草、山野草などを中心に、植物の特
性を生かし、調和のとれたお庭になりました。
くつろぎや安心感、居
心地の良さを感じていた
だける空間となっていま
す。ぜひ一度ご覧くださ
い。お待ちしています。

とき　9月 26 日㈯午前 9時 30 分～ 11 時
ところ　ふかや緑の王国
定員　先着 30 人
参加料　100 円（保険代含む）
対象　小・中学生（小学校 3年生以下は保護者同伴）
お持ちいただくもの　バケツ
申し込み　9月 10 日㈭～ 18 日㈮までに、ふかや緑の王
国（ガーデンシティふかや推進室・☎ 551 － 5551）へ

「釣った数の部」と「大きさの部」で競います。
各部門優勝者には、賞状と王国オリジナルトロフィーを授与します。
※釣りざお、仕掛け作りから実施します。お気軽にご参加ください。

王国花だより

参加者募集

【優勝トロフィー】

9月

Ｃ http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm
「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

ガーデンシティふかや推進室  ☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

GARDENCITYNEWS 自然と人間が共生できるまちづくり

９月

深谷西小学校に花壇が完成！

キ
ン
モ
ク
セ
イ

開拓ボランティア募集中！開拓ボランティア募集中！
新しい発見、楽しい活動、仲間を募集中！

　目指せ !　目指せ !
ザリガニつり名人ザリガニつり名人




